
 

平成 21 年 5 月 12 日 

入 札 監理小委員会 

審 議 用 資 料 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

東京国立博物館等の施設管理・運営業務 

民間競争入札実施要項（案） 

資 料 ３－２ 



 

資料目次 

 

 

 

１ 民間競争入札実施要項（素案） ・・・・・・・・・・・・・・ P  １ 

２ 別添資料１ 仕様書（素案） ・・・・・・・・・・・・・・・ P ２７ 

３ 別添資料２ 落札者決定基準書 ・・・・・・・・・・・・・・ P ７６ 

４ 別添資料３ 既存業務関連資料（案） ・・・・・・・・・・・ P ８５ 

５ 別添資料４ 様式集及び記載要領（素案） ・・・・・・・・・ P１７５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

仕様書 別紙 



2009年 5月 12日 
 
 

 

東京国立博物館等の施設管理・運営業務 

 

 

民間競争入札実施要項 

（素案） 

 

 

平成２１年５月 

 

 

 

 

独立行政法人国立文化財機構 

東京国立博物館 東京文化財研究所 

 



目  次 

 
１ 趣旨 ..........................................................................................................................1 
２ 本件業務の内容及びその実施に当たり確保されるべきサービスの質 ......................2 
３ 本件業務の実施期間及び委託費の支払.....................................................................7 
４ 民間競争入札に参加する者に必要な資格 .................................................................8 
５ 民間競争入札に参加する者の募集..........................................................................10 
６ 落札者を決定するための評価の基準その他落札者の決定 ......................................12 
７ 本件業務に関する従来の実施状況に関する情報の開示..........................................13 
８ 民間事業者が使用することができる財産等 ...........................................................14 
９ 報告事項、秘密保護、その他必要な措置 ...............................................................16 
１０ 損害賠償 .................................................................................................................21 
１１ 法第 7条第 8項に規定する評価 .............................................................................22 
１２ その他実施に関し必要な事項 .................................................................................23 
１３ 本件窓口 .................................................................................................................24 
 
別添資料１：仕様書 
別添資料２：落札者決定基準書 
別添資料３：既存業務関連資料 
別添資料４：様式集及び記載要領 
 
 
 



 1

１ 趣旨 

競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成１８年法律第５１号。以下、

「法」という。）に基づく競争の導入による公共サービスの改革については、公共サービ

スによる利益を享受する国民の立場に立って、公共サービスの全般について不断の見直し

を行い、その実施について、透明かつ公正な競争の下で民間事業者の創意と工夫を適切に

反映させることにより、国民のため、より良質かつ低廉な公共サービスを実現することを

目指すものである。 

前記を踏まえ、独立行政法人国立文化財機構理事長は、公共サービス改革基本方針（平

成１９年１２月２４日閣議決定）別表において民間競争入札の対象として選定された東京

国立博物館及び東京文化財研究所の施設管理・運営業務（以下、「本件業務」という。）

について、同基本方針に従って、民間競争入札実施要項を定めるものとする。 
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２ 本件業務の内容及びその実施に当たり確保されるべきサービスの質 

（１）基本的な考え方 

東京国立博物館は明治 5年（1872年）に創立された日本でもっとも長い歴史を持つ
博物館であり、その収蔵品件数は 112，439件（内、国宝 87件・重要文化財 619件）、
また寄託品件数は 2，743件（内、国宝 53件・重要文化財 264件）をかぞえる。当館
においては、有形文化財の収集・保管、展示及びその保存修復に努めることはもとよ

り、貴重な文化財に関する調査研究の成果を生かし、文化財保護の重要性について理

解を深める事業を展開しており、さらにナショナルセンターとして日本の歴史・文化

及び東洋文化の理解促進を図るための教育普及の先導的事業を推進し、歴史・伝統文

化の発信拠点として各種事業を行っている。 
東京文化財研究所は、国の文化財行政を支える立場から、多様な文化財の全般にわ

たり、基礎的・体系的・先端的、そして実践的な調査研究を進めるとともに、その成

果の積極的な発信、地方公共団体等への指導・助言、さらには、保存・修復に関する

国際協力等の国際貢献事業を実施している。 
そこで、業務の質の向上及び効率化を目指し、東京国立博物館及び東京文化財研究

所（以下、併せて「東博等」という。）の施設管理・運営に係る業務において、法の

手続きに従い、平成 21年度から公共サービス実施民間事業者（以下、「民間事業者」
という。）に委託する。 

 
（２）本件業務の内容等 

①管理・運営の対象施設と規模等 

ア 東京国立博物館 
住所 東京都台東区上野公園１３－９ 

イ 東京国立博物館（黒田記念館） 
住所 東京都台東区上野公園１２－５３ 

ウ 東京国立博物館（柳瀬荘） 
住所 埼玉県所沢市大字坂の下４３７ 

エ 東京文化財研究所 
住所 東京都台東区上野公園１３－４３ 
 



 3

（㎡） 
 東京国立博物館 東京文化財研究所 

土地面積 120,258 4,181 
建物面積 建築面積 21,896 

延面積  71,642 
建築面積  2,258 
延面積  10,622 

展示館 展示面積 計 18,235 
収蔵庫面積 計 8,815

 

本館 建築面積 6,602  延面積 22,416 
展示面積 7,346 収蔵庫面積 4,087 

 

東洋館注１ 建築面積 2,892  延面積 12,531 
展示面積 3,409 収蔵庫面積 2,293 

 

平成館 建築面積 5,529  延面積 19,393 
展示面積 4,471 収蔵庫面積 2,119 

 

法隆寺宝物館 建築面積 1,935  延面積 4,031 
展示面積 1,462 収蔵庫面積 291 

 

表慶館 建築面積 1,130  延面積 2,077 
展示面積 1,179 

 

 

黒田記念館 建築面積 705  延面積 1,958 
展示面積 368 収蔵庫面積 25 

 

その他 建築面積 3,103  延面積 9,236  
便所 建築面積 33 延面積 33  
売札所 建築面積 82 延面積 46  
ﾎﾟﾝﾌﾟ室 建築面積 90 延面積 90  
黒門 建築面積 101 延面積 101  
見張所 建築面積 4 延面積 4  
九条館 建築面積 146 延面積 146  
応挙館 建築面積 140 延面積 140  
六窓庵 建築面積 30 延面積 30  
待合所 建築面積 9 延面積 9  
雪隠 建築面積 3 延面積 3  
砂雪隠 建築面積 1 延面積 1  
校倉 建築面積 3 延面積 3  
春草庵 建築面積 30 延面積 30  
転合庵 建築面積 41 延面積 41  
濾過槽上屋 建築面積 32 延面積 32  
設備室 建築面積 0 延面積 165  
資料館 建築面積 1,396 延面積 6,688  
地下連絡通路 建築面積 0 延面積 102  
厨房 建築面積 105 延面積 105  
渡り廊下 建築面積 13 延面積 13  
平成館連絡通路 建築面積 193 延面積 731  
門衛所 建築面積 23 延面積 21  

 

柳瀬荘 建築面積 628 延面積 702  
注１ 東洋館は、平成21年6月8日から平成24年3月31日まで館内改修により閉鎖となるため、本件業務期間

中は、業務対象外となる。 
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②本件業務の実施内容 

民間事業者は、下記の業務を実施することとする。 

ア 関係業務統括業務 
イ 特別高圧受変電設備等保守点検業務 
ウ エレベーター設備等保全業務 
エ 空調自動制御機器等保全業務 
オ 冷凍設備等保全業務 

   カ ビル環境衛生管理業務 
キ 清掃業務 

   ク 構内樹木等維持管理業務 
 

本件業務の詳細な実施内容は「別添資料１：仕様書」に定めるとおりである。 
なお、当該仕様書に定める要求水準は東博等が求める最低限の要求水準であり、当該

仕様を上回る水準が確保できる場合には、そのような提案を制限するものではない。ま

た、当該仕様書に定める要求水準と同程度の水準を確保できる場合には、コストの削減

等効率的な業務実施のため、当該方法と異なる方法を採用することも可能とする。 
 

③本件業務の実施に当たり確保されるべき質と評価の指標 

ア 包括的な質の設定 

本件業務の実施に当たり、基本的な方針は、「管理・運営業務を通して、快適な施設

利用を可能とするとともに、当該施設における公共サービスの円滑な実施を可能とす

ること。」とする。 
民間事業者への要求事項、評価指標、及び要求水準は、以下のとおりである。 

ただし、展示品の種別、外気条件や来観者数などの要因で要求水準の温度、湿度を

変更しなければならない場合は東博等の職員と協議を行うものとする。 

要求事項 評価指標 要求水準 

東博等の業務・運営を安定

的に実施できる環境を維

持すること。 

特に文化財の保存及び展

示の実施に適切な環境を

維持すること。 

展示場の温度・湿度・

照明の照度 

 

文化財の保護上支障のない環境、

良好な観覧環境が常に維持され

ていること 

・温度２３℃±１℃、湿度５５％

±５％ 

・照度は来観者の安全確保される

明るさ 



 5

 

要求事項 評価指標 要求水準 

収蔵庫の温度・湿度 

 

文化財の保護上支障のない環境

が常に維持されること 

・温度２３℃±１℃、湿度５５％

±５％ 

東博等の業務・運営を安定

的に実施できる環境を維

持すること。 

特に文化財の保存及び展

示の実施に適切な環境を

維持すること。 

博物館等の一時閉館や

開館不能の状態を招く

ような重要な業務上の

瑕疵 

左記の事態が一度も発生しない

こと 

 

イ 個別業務の質の設定 

民間事業者への要求事項、評価指標、及び要求水準は、以下のとおりである。 

項目 要求事項 評価指標（注１） 要求水準 

ａ 清掃業務 

施設を清潔な環境

に保たれているこ

と 

アンケートによる観客の「清

掃状況」の不満足度（注２） 
5％以下 

ｂ 植栽管理業務 

視覚的、衛生的に

適切な植栽管理が

なされていること

アンケートによる観客の「植

栽管理」の不満足度（注３） 
5％以下 

   注１ 個別業務については、年間１回程度のアンケートごとに集計した結果を基に算出する。 

   注２ 別添資料１仕様書中別紙 25のアンケートで、質問３に対して「３」と回答した割合 

   注３ 別添資料１仕様書中別紙 25のアンケートで、質問５に対して「３」と回答した割合 

      なお、平成 21年 5月に東博等により上記アンケートを実施し、その結果を 6月に開催する入

札説明会で提供する予定である。 

 
（３）モニタリングの実施 

東博等は、民間事業者が行う前記（２）②に示した本件業務の実施状況についてモニ

タリングを実施する。基本的なモニタリングの方法は、以下のとおりである。 

 

種  類 方  法 

東博等への報告 • 民間事業者は、毎日自らの責任により、業務遂行状況につい

て業務日誌注1を作成し、東博等に提出する。 
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• 民間事業者は、毎日の業務日誌を取りまとめ、業務月次報告

書として、東博等に提出する。 

• 利用者や東博等の職員からの苦情等があった場合には、東博

等に報告する。 

• 東博等の運営に影響を及ぼすような、「重大な事象注２」が発

生した場合及び発生する恐れのある場合には、民間事業者は

速やかに東博等に報告する。 

各業務の遂行状況

の確認 

• 東博等は、下記のモニタリング項目に従って、各業務の遂行

状況を確認・評価する。 

【想定しているモニタリング項目（その方法）】 

・ 展示場内の温度・湿度・照明の照度（機器による測

定（開館日の毎日）） 
・ 収蔵庫の環境（機器による測定（毎日）） 
・ 清掃の状況（目視、職員ヒアリング（月に数回）） 
・ 植栽管理の状況（目視、職員ヒアリング（月に数回）） 

• 必要に応じ、東博等の職員が施設内を巡回し、各業務の遂行

状況を確認・評価する。 

モニタリング評価

委員会 

• 東博等の職員及び民間事業者が出席する「モニタリング評価

委員会（仮称）」を三ヶ月に1回開催し、上記のモニタリング

の結果報告を行うとともに、利用者及び職員からの苦情等の

発生についての検討や意見交換等を行う。 

   注１ 民間事業者の業務日誌は、東博等が毎日実施している文化財等の保存に係る業務を行うにあ

たり、展示室内の温度・湿度・害虫の有無等の情報を把握するために活用する。 

注２ 東博等の運営に重要な影響を与える事象とは、作品の損傷などの被害、人身事故等を意味す

る。 
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３ 本件業務の実施期間及び委託費の支払 

（１）本件業務の実施期間 

本件業務の実施期間（委託期間）は、平成 21年 10月 1日～平成 24年 3月末日まで
の 2年 6ヶ月間とする。 

 
（２）委託費の支払 

東博等は、モニタリングの結果を受け、本件業務が適切に遂行されていることを確

認した上で、民間事業者が提出する適正な請求書に基づき委託費を支払う。委託費の

支払いは、四半期ごと（委託期間中計 10回）に行う。一回当たりの支払い額は、当初
契約時に民間事業者が提出する業務計画書に基づき四半期ごとの配分割合を定め、委

託費総額にその配分割合を乗じた金額とする。 
なお、委託費は、平成 21年 10月 1日以降の本件業務開始以降のサービス提供に対
して支払われるものであり、民間事業者が行う引継ぎや準備行為等に対して、民間事

業者に発生した費用は民間事業者の負担とする。 
    

（３）委託費の変更 

東博等及び民間事業者は、災害及び予期せぬ施設・設備の不具合等の不可抗力の発

生や法令変更、および開館日数や開館時間の変更などの特別の事情が発生した場合は、

契約の相手方に対して委託費の変更（増額及び減額の双方を含む。）を申し出ること

ができる。委託費の変更の申し出を受けた者は協議に応じるものとし、両者が合意し

た場合には適正な手続きを経た上で、委託費を変更することができるものとする。 
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４ 民間競争入札に参加する者に必要な資格 

（１）民間競争入札に参加する者（以下、「入札参加者」という。）は、単独で当該業務

が担えない場合は、適正に業務を遂行できる共同事業体（当該業務を共同して行うこと

を目的として複数の民間事業者により構成された組織をいう。以下同じ。）として参加

することができる。その場合の扱いは、以下のとおりとする。 

 

①入札書類提出時までに共同事業体を結成し、代表者を定め、他の者は構成員として

参加するものとする。なお、代表企業は、共同事業体を代表して、東博等との調整に

あたるものとし、本業務に係る一切の責任は、共同事業体が連帯して責任を負うもの

とする。 

②代表企業がやむを得ない事由により本業務の遂行が不可能になった場合に備えて、

共同事業体の構成員の中に、万一の場合の代表企業の役割を代替・保証する者を含む

ものとする。 

③参加に際しては、当該共同事業体の代表者及び他の構成員の役割及び責任の分担、

ならびに代表企業の役割を他の構成員が代替・保証する旨を明記した協定書（または

これに類する書類）を作成し、入札書類と併せて提出すること。 

④共同事業体の構成員は、他の共同事業体の構成員となり、または、単独で参加する

ことはできない。 

 
（２）次の全ての要件を満たすこと。ただし、共同事業体として入札する場合には、③に

ついては、当該業務を実施する者が満たしているものとし、その他の要件については全

ての構成員が満たしているものとする。 

①独立行政法人国立文化財機構契約事務取扱細則第 4 条及び第 5 条の規定に該当しな

い者であること。 

②文部科学省競争参加資格（全省庁統一資格）において、平成 20年度の関東甲信越地

域の「役務の提供等」のＡ、Ｂ、Ｃ又はＤの等級に格付けされている者であること。 

③関係業務統括業務を担当する民間事業者は、次の基準を満たすこと。 

平成 10年 4月 1日以降に、同種施設で１年を超える当該業務と類似する業務実績
を有すること。なお、海外の実績についても条件を満たしていれば実績として認める

ものとする。 

ア 同種施設 
・建物用途：博物館等の用途に供するもの。博物館等とは、博物館、科学館、美

術館、資料館、体験館等の常時展示を行う施設とする（展示ケース
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や書架のみの施設は除く。）。 
 
・建物規模：博物館等の延床面積が 7,000 ㎡以上であること。博物館等の面積と

は当該用途に直接的かつ専用で使用している部分を指し、他の用途

に供する部分と共用となっている部分は含まない。 

イ 類似する業務実績 
別紙仕様書 １総則(２)民間事業者の業務範囲における、「②特別高
圧受変電設備等保守点検業務ア～エの全業務」、あるいは「⑤冷凍設

備等保全業務ア～オの全業務」のいずれかの業務実績を有すること。 
 
④提案書に示した業務内容を契約期間満了までの間、確実に実行し完了することができ

ることを証明した者であること。なお、この場合の証明とは、当該契約を締結するこ

ととなった場合、確実に完了期限までに実施・完了ができるとの意思表示を書面によ

り証明することをいう。 

 
⑤後述する６において定める官民競争入札等評価委員会の委員及びその者の属する事

業者、本実施要項の作成に直接関わった者及びその者の「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則」（昭和３８年大蔵省令第５９号）第８条に規定する親会社

及び子会社、同一の親会社を持つ会社並びに委託先事業者でないこと。 

 
⑥法第１５条により準用する法第１０条各号に該当しないこと 
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５ 民間競争入札に参加する者の募集 

（１）民間競争入札に係るスケジュール 

民間競争入札にかかる実施スケジュールは、以下のとおりである。 
 

①入札公告             平成 21年 5月下旬頃 

②入札説明会            平成 21年 6月上旬頃 

③施設の視察            平成 21年 6月上旬頃 

④入札説明会終了後の質問期限    平成 21年 6月中旬頃 

⑤入札参加資格表明書等の提出期限  平成 21年 6月下旬頃 

⑥入札参加資格確認（第一次審査注） 平成 21年 6月下旬頃 

⑦入札書提出期限          平成 21年 7月下旬頃 

⑧評価委員会（第二次審査注）    平成 21年 8月中旬頃 

⑨落札者決定            平成 21年 8月下旬頃 

⑩契約の締結            平成 21年 9月上旬頃 

⑪業務の引継ぎ           平成 21年 9月中旬頃 

 

注 第一次審査、第二次審査は、「別添資料2 落札者決定基準書」を参照 

 

（２）入札実施手続 

①提出書類 

入札参加者は、参加資格を満たしていることを証明する書類（以下、「入札参加表

明書等」という。）及び、入札金額を記載した書類（以下、「入札書」という。）及

び総合評価のための本件業務の具体的な方法、その質の確保の方法等に関する書類（以

下、「提案書」という。）及び法第１５条において準用する法第１０条各号に規定す

る欠格事由の審査に必要な書類を提出することとする。 
なお、入札参加表明書等は、「別添資料４ 様式集及び記載要領」（以下、「様式

集」という。）に定めるところに従い作成すること。 
 

②必要経費 

入札参加者は、事業に必要な一切の経費について、入札書に記載の上、提出するこ

と。 
なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の５パーセント
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に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金

額を切り捨てるものとする。）をもって落札価格とするので、入札者は消費税等に係

る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった経費の１０５分の１

００に相当する金額を記入すること。入札書は、様式集に定める。 
 

③提案書の内容 

入札参加者が提出する提案書の審査項目等は、以下のとおりとする。なお詳細につ

いては、「別添資料２ 落札者決定基準書」で示す。 

ア 基礎項目審査 

（ア）東博等が要求した提出書類がすべて具備されているか。 
（イ）東博等が要求した提案項目についてすべて提案が行われているか。 
（ウ）提案内容が、仕様書に示した項目や要求水準を満たしているか。 
（エ）その他、東博等が業務を委託する上で重大な支障や疑義が存在しないか。 
 

イ 加点項目審査 

（ア）全体計画 

・業務実施方針 
・業務実施体制 
・主要リスクへの対応 
・サービスの質の確保 

（イ）個別業務計画 

・関係業務統括業務 
・特別高圧受変電設備等保守点検業務 
・エレベーター設備等保全業務 
・空調自動制御機器等保全業務 
・冷凍設備等保全業務 
・ビル環境衛生管理業務 
・清掃業務 
・構内樹木等維持管理業務 

（ウ）業務実績 
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６ 落札者を決定するための評価の基準その他落札者の決定 

（１）官民競争入札等評価委員会の設置 

東博等は、法に基づく公共サービス改革基本方針において選定された管理・運営業務

の実施を公平かつ公正に行うために、「官民競争入札等評価委員会」を設置し、民間競

争入札実施要項作成から落札者選定、事業評価に至る過程全般について意見を求めるこ

ととする。 
 

（２）官民競争入札等評価委員会の構成 

官民競争入札等評価委員会は、本要項「１ 趣旨」を十分踏まえ、民間人を中心とする
直接的な利害関係者を排除した中立的な者で構成し、委員長を含め 3名とする。 

 
（３）評価の方法 

本件業務を実施する者（以下、「落札者」という。）の決定は、総合評価方式による

ものとする。落札者の決定にあたっては、提出された提案書の内容が本件業務の目的に

合致しており実行可能であるか（基礎項目）、また効果的なものであるか（加点項目）

について、官民競争入札等評価委員会において審査を行うものとする。 
 
（４）落札者の決定 

落札者の決定方法の詳細については、「別添資料２ 落札者決定基準書」に定める。 
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７ 本件業務に関する従来の実施状況に関する情報の開示 

（１）情報の開示 

東博等は、本件業務に関して、以下の情報について情報を開示する。 

・本件業務の従来の実施に要した経費 

・本件業務の従来の実施に要した人員 

・本件業務の従来の実施に要した施設・設備 

・本件業務の従来の実施における目的の達成の程度 

・本件業務の従来の実施方法等 

これらの具体的な内容については、「別添資料３ 既存業務関連資料」を参照のこと。 

また、上記に加え、東博等は、本件業務に関し、過去に東博等が委託を行っていた業

務の仕様書及び各業務報告書等の閲覧を認める。これらの資料の閲覧を希望する者は、

本件窓口（本要項１３を参照のこと）に問い合わせをすること。 
 

（２）施設の視察 

東博等は、下記の条件において、希望者に対して施設の視察を受け入れる。希望者は、

本件窓口（本要項１３を参照のこと）に申し込むこと。 

・対象施設：東京国立博物館及び東京文化財研究所 

・視察受け入れ期間：平成21年 6月 1日～平成21年 6月10日の平日 

・視察時間帯：10：00～12：00、14：00～17：00の間 

・視察時間：１回あたり約２時間程度を想定 

注 １回の視察で不足する場合には、施設管理等に支障をきたさない範囲で、別途視察することも可能

とする。 



 14

８ 民間事業者が使用することができる財産等 

民間事業者が使用することができる施設及び設備等について、これを使用する際の制限

等は、以下のことを遵守するとともに、その他、東博等の指示に従い、適切に使用するも

のとする。 

 
（１）使用可能な施設及び設備等 

本件施設において、民間事業者が使用できる施設及び設備等は、立ち入りが許された

範囲（全ての収蔵庫については学芸員の立会いが必要であるが、それ以外の諸室は立ち

入り可能）及び、その範囲における空調設備、電気設備、給排水設備、通信設備とする。 
 
（２）機器・設備の持ち込み 

民間事業者は、本件施設内に本件業務の実施に必要な機器・設備等を持ち込むことが

できるものとする。民間事業者が持ち込んだ機器・設備等については、本件業務及び東

博等が実施する他の業務に支障を来すことのないよう、適切な管理を行うこと。 
機器・設備等を持ち込み、電気工事等の措置等が必要な場合は、東博等と協議の上、

実施することができる。 
なお、必要な措置等を実施した場合は、施設の使用を終了又は中止した後、直ちに原

状回復を行い、東博等の確認を受けなければならない。 
 

（３）使用目的の制限 

次に掲げる事項以外の目的に使用してはならないこと。 

①本件業務の実施 

②本件業務の実施に付随する業務 

 
（４）施設の使用に係る経費 

民間事業者が本件業務を実施するために使用する施設及び設備については、無償で使

用することができる。 
 
（５）事務スペース等の借受 

民間事業者は、本件業務の実施及びこれに付随する業務を遂行するため、東博等から

一定の事務スペース等（別添資料３既存業務関連資料 資料８）を無償で借受けること

ができる。民間事業者は、本件施設に設備等を設置する経費及び設置した設備等から生

じる経費（コピー機のリース代、用紙代等）については自己の負担とするが、民間事業
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者が消費した光熱水費については、東博等の負担とする。 
なお、民間事業者は、設備の使用を終了又は中止した後、直ちに原状回復を行うこと。 
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９ 報告事項、秘密保護、その他必要な措置 

（１）報告事項等 

①報告事項 

ア 民間事業者は、前記２（３）で規定された文書を作成し、東博等に提出する。 

イ 東博等は、民間事業者から報告を受けたモニタリングの結果注１について取りまと

めの上、１年に１回公表するとともに官民競争入札等監理委員会に報告するもの

とする。 

ウ なお、今後の予定価格算定の基礎資料とするため、東博等は、民間事業者に対し

て本件業務に係る収入支出経費の報告を求めることができるものとする。 
    注１ P5「２(３)モニタリングの実施」の「東博等への報告」に示す内容。 

 
②調査 

東博等は、本件業務の適正かつ確実な実施を確保するために、前記①の報告や東博

等が行うモニタリングの確認結果及び別途行うアンケート調査の結果により、必要が

あると認めるときは、法第２６条第１項に基づき、民間事業者に対し、本件業務の状

況に関し必要な報告を求め、又は民間事業者の事務所において、本件業務の実施の状

況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査し、若しくは関係者に質問することができ

るものとする。事務所への立入検査をする東博等の職員は、検査等を行う際には、当

該検査が法第２６条第１項に基づくものであることを民間事業者に明示するとともに、

その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示するものとする。 
 

③指示 

東博等は、民間事業者による委託業務の適正かつ確実な実施を確保するために必要

があると認めるときは、民間事業者に対し、必要な措置をとるべきことを指示するこ

とができるものとする。 
 
（２）秘密事項個人情報等の管理 

①個人情報保護 

民間事業者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき、

個人情報の適切な管理をしなければならない。また、民間事業者が本件業務に関して

知り得た東博等の情報についても適切な管理をしなければならない。 
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②業務上知り得た秘密 

民間事業者で、本件業務に従事している者又は従事していた者は本件業務の実施に

関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。これらの者が秘密を漏らし、

又は盗用した場合には、法第５４条により罰則の適用がある。 
 
（３）その他、契約に基づき民間事業者が講ずべき措置等 

①本件業務の開始及び中止 

ア 民間事業者は、締結された契約に定められた業務開始日に、確実に本件業務を開

始しなければならない。 

イ 民間事業者は、やむを得ない事由により本件業務を中止しようとするときは、あ

らかじめ東博等と協議し、承認を受けなければならない。 
 

②公正な取扱い 

ア 民間事業者は、サービスの提供について、利用者を合理的な理由なく区別しては

ならない。 

イ 民間事業者は、本件業務における利用者の取扱いについて、本件施設以外の場で

自らが行う事業の利用の有無により区別してはならない。 
 

③金品等の授受の禁止 

民間事業者は、本件業務において、委託費の授受を除き、金品等を受け取ること又

は与えることをしてはならない。 
 

④宣伝行為の禁止 

ア 民間事業者及びその事業に従事する者は、「独立行政法人国立文化財機構」、「東

京国立博物館」、「東京文化財研究所」等の名称を用い、本件業務以外の自ら行

う業務の宣伝に利用すること（一般的な会社案内資料において列挙される事業内

容や受注業務の１つとして事実のみ簡潔に記載する場合等を除く。）及び当該自

ら行う業務が本件業務の一部であるかのように誤認させるおそれのある行為を

してはならない。 

イ 民間事業者は、東博等において、本件施設以外の場で自らが行う事業の宣伝を行

ってはならない。 
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⑤東博等の信用を著しく低下させる行為の禁止 

民間事業者は、本件施設において、東博等の信用を著しく低下させ、企画展等の運

営に支障となる行為を行ってはならない。 
 

⑥東博等との契約によらない自らの事業の禁止 

民間事業者は、本件施設において、東博等以外の者との契約に基づき実施する事業

を行ってはならない。ただし、東博等が特別に認めた場合はこの限りでない。 
 

⑦法令の遵守 

本件業務の実施に関し、民間事業者は、関係法令を遵守することとする。 
 

⑧施設及び作品の安全管理 

民間事業者は、本件業務を実施するに当たり、受託期間中の事故の防止等、施設及

び作品の安全管理については十分配慮しなければならない。なお、事故等が発生した

場合は、迅速に対応するとともに、速やかに東博等に報告しなければならない。 
 

⑨記録 

民間事業者は、本件業務の実施状況に関する記録を作成し、本件業務を終了し、又

は中止した日の属する年度の翌年度から起算して５年間、保管しなければならない。 
 

⑩帳簿、書類 

民間事業者は、本件業務に関して帳簿書類を作成し、本件業務を終了し、又は中止

した日の属する年度の翌年度から起算して５年間、保管しなければならない。 
 

⑪権利の譲渡の禁止 

民間事業者は、委託契約に基づいて生じた権利の全部又は一部を第三者に譲渡して

はならない。 
 

⑫権利義務の帰属 

ア 民間事業者は、本件業務の実施が第三者の著作権その他の権利と抵触するときは、

その責任において、必要な措置を講じなければならない。 

イ 民間事業者は、本件業務の実施状況を公表しようとするときは、あらかじめ、東

博等の承認を受けなければならない。 
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⑬再委託の禁止等 

ア 民間事業者は、東博等から委託を受けた本件業務の実施に係る業務を一括して第

三者に委託し又は請け負わせてはならない。 

イ 民間事業者は、本件業務の実施にあたり、その一部について再委託を行う場合に

は、原則として、あらかじめ提案書において、再委託する業務の範囲、再委託を

行うことの合理性、及び必要性、再委託先の履行能力並びに報告徴収その他管

理・運営の方法（以下「再委託先等」という。）について記載しなければならな

い。 

ウ 民間事業者は、委託契約締結後やむを得ない事情により再委託を行う場合には、

再委託先等を明らかにした上で東博等の承認を得ることとする。 

エ 民間事業者は、前記イ又はウにより再委託を行う場合は、民間事業者が東博等に

対して負う義務を適切に履行するため、再委託先の事業者に対し前記「（２）秘

密事項個人情報等の管理」及び本項（「（３）その他、契約に基づき民間事業者

が講ずべき措置等」）に規定する事項その他の事項について必要な措置を講じさ

せるとともに、再委託先から必要な報告を徴収することとする。 

オ 上記イからエまでに基づき、民間事業者が再委託先の事業者に業務を実施させる

場合は、すべて民間事業者の責任において行うものとし、再委託先の事業者の責

めに帰すべき事由については、民間事業者の責めに帰すべき事由とみなして、民

間事業者が責任を負うものとする。 
 

⑭委託内容の変更 

東博等及び民間事業者は、本件業務の質の向上の推進、またはその他やむを得ない

事由により本契約の内容を変更しようとする場合は、予め変更の理由を提出し、それ

ぞれの相手方の承認を得なければならない。 
 

⑮契約の解除等 

東博等は、民間事業者が次のいずれかに該当するときは、民間事業者に対し、委託

費の支払いを停止し、又は契約を解除若しくは変更することができる。なお、これに

より東博等が契約を解除したとき、民間事業者は、違約金として契約金額の１００分

の１０に相当する金額を東博等に納付するとともに、東博等との協議に基づき決定し

た期日までの間、責任をもって当該業務の処理を行わなければならない。 
ただし、前記違約金の定めは、違約金額を超過する損害額についての損害賠償を妨

げるものではない。 

ア 法第２２条第１項第１号イからチ又は、同項第 2号に該当するとき 
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イ 暴力団員を業務を統括する者又は従業者としていることが明らかになったとき 

ウ 暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有していることが明

らかになったとき 
 

⑯委託契約の解釈 

委託契約に関して疑義が生じた事項については、その都度、東博等と民間事業者と

が協議するものとする。 
 

⑰民間事業者への業務引継ぎ 

東博等は、本件業務の実施に関する契約を締結する時に、必要に応じて、民間事業

者に業務の引継ぎの指導及び支援を行うものとする。 
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１０ 損害賠償 

民間事業者が本件業務を実施するに当たり、故意又は過失により、東博等又は第三者に

損害を与えた場合において、その損害の賠償に関し契約書により民間事業者が負うべき責

任に関する次の事項を定める。 
 

（１）東博等から民間事業者への求償 

東博等が当該第三者に対する賠償を行ったときは、東博等は民間事業者に対し、当該

第三者に支払った損害賠償額（当該損害の発生について東博等の責めに帰すべき理由が

存する場合は、東博等が自ら賠償の責めに任ずべき金額を超える部分に限る。）につい

て求償することができる。 
 

（２）民間事業者から東博等への求償 

民間事業者が民法第 709 条等に基づき当該第三者に対する賠償を行った場合であっ

て、当該損害の発生について東博等の責めに帰すべき理由が存するときは、民間事業者

は東博等に対し、第三者に支払った損害賠償額のうち自ら賠償の責めに任ずべき金額を

超える部分について求償することができる。 
 

（３）東博等の物品等への損害 

民間事業者が東博等の物品等に損害を与えたときは、民間事業者はその損害に相当す

る金額を損害賠償として東博等に支払わなければならない。 
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１１ 法第 7条第 8項に規定する評価 

（１）本件業務の実施状況に関する調査の時期 

東博等は、内閣総理大臣が行う評価の時期を踏まえ、本件業務の実施状況について

は、平成 23年 3月末日時点における状況を調査する。 
 
（２）調査の実施 

東博等は、民間事業者に委託する業務内容について、民間事業者が実施した本件業

務の評価が的確に実施されるように、前記２（３）に示すモニタリングの結果により

実施状況等の調査を行うものとする。 
 
（３）意見聴取等 

東博等は、必要に応じ、民間事業者から意見の聴取等を行うことができるものとす

る。また、東博等は、本件業務の実施状況等を内閣総理大臣へ提出するに当たり、官

民競争入札等評価委員会の意見を聴くものとする。 
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１２ その他実施に関し必要な事項 

（１）監督体制 

ア 対象公共サービス全体に係る監督は、東京国立博物館総務部（以下、「事務局」

という。）が行い、総務部長を責任者とする。 

イ 本件業務に係る監督は、東京国立博物館総務部が行い、総務部長を責任者とする。 

ウ 会計規則等に係る監督は、東京国立博物館総務部が行い、総務部長を責任者とす

る。 

エ 前記アからウに係る監督の結果については、原則として年に１回（５月）に、法

に基づく監督の結果については、遅延なく、官民競争入札等監理委員会に報告す

るものとする。 
 
（２）罰則等 

ア 本事業に従事する者は、刑法（明治４０年法律第４５号）その他の罰則の適用に

ついては、法令により公務に従事する職員とみなされる。 

イ 民間事業者は、会計検査院法（昭和２２年法律第７３号）第２３条第１項第７号

に規定する者に該当することから、会計検査院が必要と認めるときには、同法第

２５条及び第２６条により、同院の実地の検査を受けたり、同院から直接又は東

博等を通じて、資料・報告等の提出を求められたり質問を受けたりすることがあ

る。 

ウ 次のいずれかに該当する者は、法第５５条の規定により３０万円以下の罰金に処

されることとなる。 
・ 前記９（１）①による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は前記９（１）

②による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して答弁をせ

ず、若しくは虚偽の答弁をした者 

・ 正当な理由なく、前記９（１）③による指示に違反した者 

エ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業員が、その法人

又は人の業務に関し、前記ウの違反行為をしたときは、法第５６条の規定により、

行為者を罰するほか、その法人又は人に対して前記ウの刑を科されることとなる。 
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１３ 本件窓口 

本件事業の民間競争入札の事務を担当する部署は、以下のとおりである。 
 
東京国立博物館総務部経理課 契約担当（担当 風間） 

電話：03-3822-1111 内線506 

FAX：03-3827-8504 

メールアドレス：kazama@tnm.jp 

 

東京国立博物館総務部経理課環境整備室（担当 小寺） 

電話：03-3822-1111 内線217 

FAX：03-3822-1115 

メールアドレス：kodera@tnm.jp 
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１ 総則 

（１）本書の位置付け 

本仕様書（以下「本書」という。）は，東京国立博物館および東京文化財研究所（以下

「東博等」という。）が「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」（以下「本件業務」

という。）を実施する民間事業者を募集及び選定するに当たって，本件業務の実施につい

て，東博等が民間事業者に求める業務の要求水準を示したものであり，入札に参加しよ

うとする者に交付する実施要項と一体のものである。 
なお，本書に示す要求水準は東博等が求める最低限の要求水準であり，当該仕様を上

回る水準が確保できる場合には，そのような提案を制限するものではない。また，本書

に示す要求水準と同程度の水準を確保できる場合には，コストの削減等効率的な業務実

施のために，当該方法と異なる方法を採用することも可能とする。 
 
（２）民間事業者の業務範囲 

民間事業者の業務範囲は，以下のとおりである。 
 

業務分類 対象施設 業務内容 
①関係業務統括業務 共通 ア 施設維持の統括管理業務 

ア 特別高圧受変電設備等保全業務 
イ 中央監視制御装置保全業務 
ウ 自家発電機設備整備 
エ 電気設備管理業務 
オ 防災設備保全業務 
カ 地下タンク貯蔵所定期点検 

②特別高圧受変電設

備等保守点検業務 

共通 

キ 電話交換設備等保守 
ア 昇降機設備等保全業務 ③エレベーター設備

等保全業務 
共通 

イ 自動扉開閉装置保守 
共通 ア 空調自動制御機器等保全業務 

イ 中央監視装置一部夜間管理業務 東京国立博

物館 ウ エネルギー管理業務 
④空調自動制御機器

等保全業務 
東京文化財

研究所 
エ 建物設備遠隔管理業務 

東京国立博

物館 
ア 冷凍設備等保全業務 

イ ボイラー設備保守 共通 
ウ 空調設備管理業務 
エ 空調設備保守点検業務 

⑤冷凍設備等保全業

務 
東京文化財

研究所 オ 機器設備監視業務 
ア ビル環境衛生管理業務 ⑥ビル環境衛生管理

等業務 
共通 

イ その他業務 
⑦清掃業務 共通 ア 館内及び外溝清掃業務 
⑧構内樹木等維持管

理業務 
共通 ア 樹木等維持管理業務 

 



 2

２ 業務仕様 

（１）総則 

本書１（２）に示した業務を遂行するに当たり，民間事業者は，東博等の特殊性を十

分に理解し，その円滑な運営に支障をもたらすことのないよう留意すること。また，東

博等への来館者に対しても遺漏のないよう万全を期し，誠実に対応すること。 
建物・設備等について故障，不具合等が発生した場合には，民間事業者は，東博等と

連携し，速やかに技術者を派遣し対応すること。 
また，本業務全般において，保守点検作業の結果，機器又は部品の交換の必要が生じ

た場合には，東博等の指示により行うこと。機器又は部品の交換を行った場合，交換作

業費以外の代金は，原則として別途東博等に請求できるものとする。 
なお，本業務に使用する工具及び試験器具等は，原則としてすべて民間事業者が持参

すること。 
 

（２）業務実施の時期 

下記の業務については，毎年 6月の東博等の職員が指定する時期に一斉に点検業務を
行う。 
電気事業法にかかる保安規定による点検業務（下記の番号は、P3に示す業務のうち、
該当する個別業務の番号） 
・ 特別高圧受変電設備等保全業務 ：②ア 
・ 中央監視制御装置保全業務 ：②イ 
・ 自家発電機設備整備  ：②ウ 
・ ボイラー設備保守業務  ：⑤イ 
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（３）個別業務仕様 

①関係業務統括業務 

（ア）業務内容 

A 特別高圧受変電設備等保守点検業務，エレベーター設備等保全業務，空調自

動制御機器等保全業務，冷凍設備等保全業務，ビル環境衛生管理業務，清掃

業務，構内樹木等維持管理業務（以下，「維持管理業務」という。）を円滑に

遂行するために，統括責任者を 1名置き，東博等の職員との連絡調整を密に
行うこと。 

B 統括責任者は，維持管理業務を行う各担当者と連絡調整を行うこと。 
C 関連する作業の工程及び日程は，原則として，統括責任者が東博等と相談，

協議の上，実施すること。 
D 東博等の指示に従い，当初契約時に実施期間全体の業務計画書を作成し、東

博等に提出するとともに、毎年度、年間及び月間作業計画を作成の上，統括

責任者は東博等の担当者に事前に提出し，周知を図ること。 
E 民間事業者は，作業の遂行に当たっては，東博等の担当者と密接な連絡のも

とに作業を実施し，作業完了後はその内容を記載した報告書を作成し，業務

報告書として，東博等に提出すること。 
F 維持管理業務に付随する，法律及び条例等に定められた報告書または資料等

の作成についても必要に応じて行うこと。 
G 民間事業者は，施設の維持管理に係る資料，図面の保管・管理を行うこと。 
H 民間事業者は，各業務について，業務の手順や具体的な作業の方法などを定

めた管理マニュアル等の立案と更新を行うこと。なお，既存のマニュアルが

存在する業務については，民間事業者に提供するので，必要に応じ改訂を行

うこと。 
I 以下，仕様書中において，東博等への報告や東博等からの指示を受ける等の

記載がある場合は，必ず当該統括責任者を経て行うこと。 
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②特別高圧受変電設備等保守点検業務 

ア 特別高圧受変電設備等保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館（柳瀬荘も含む）及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

電気事業法に定めるところにより，独立行政法人国立文化財機構保安規程に

基づいて実施し，当館電気保安規程管理に万全を期するものである。 
 

A 東京国立博物館 

(A) 通常点検 
a 保護継電器の動作，測定試験 
b 絶縁抵抗測定（但し，変電所内） 
c 変電設備内外の清掃及び点検 
d その他の電気保安規程第 14条の項目に東博等の職員が指示する場所の点検 

 
(B) 精密点検 
a 平成館主幹遮断機分解精密点検 
b 清掃･点検･試験等 
c 各館高圧遮断機点検 
本件業務期間（平成 21年 10月～平成 24年 3月）における各館遮断機の点検
周期および点検数量は以下のとおり。 
＜受電用遮断機＞ 
・ポンプ室用（GCB）2台（平成 22年） 
・表慶館用（GCB）1台（平成 23年） 
・法隆寺宝物館用（VCB）2台（平成 23年） 
 
＜高圧用遮断機＞ 
・平成館用（GCB）6台（平成 22年） 
・法隆寺宝物館用（VCB）4台（平成 22年） 
・本館冷凍機室用（VCB）4台（平成 23年） 
・資料館用（VCB）4台（平成 23年） 
・表慶館用（GCB）2台（平成 23年） 
 
 



 5

（参考）今後の受電用遮断機の点検予定 

受電用 

遮断機 
点検周期 

名称 

（台数） 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

本館用 （GCB) 2         2 

資料館用 （VCB) 2         2 

ポンプ室用 （GCB) 2 2         

東洋館用 （GCB) 2 2         

表慶館用 （GCB) 1   1       

法隆寺宝物館用 （VCB) 2   2       

平成館用 （GCB) 2     2     

※点検周期は，保安規定，工作物規定により，５年毎とする。 
 

（参考）今後の高圧用遮断機の点検周期 
高圧用 

遮断機 
点検周期 

名称 

（台数） 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

本館冷凍機室用 （VCB) 4   4       

資料館用 （VCB) 4   4       

表慶館用 （GCB) 2   2       

本館用 （GCB) 9     9     

平成館特高用 （GCB) 19       11 8

東洋館用 （GCB) 7       7   

平成館用 （GCB) 6 6         

法隆寺宝物館用 （VCB) 4 4         

※点検周期は，保安規定，工作物規定により，5年毎とする。 
 

d コンデンサ容量測定 
本件業務期間（平成 21年 10月～平成 24年 3月）におけるコンデンサ容量
測定は対象外とする。 
 
（参考）今後のコンデンサ容量の点検周期 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ 点検周期 

名称 

（台数） 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

本館 75KVA 5         5 
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資料館 30KVA 2         2 

東洋館 50KVA 1 1         

東洋館 100KVA 2 2         

※点検周期は，保安規定，工作物規定により，5年毎とする。 
 

e 高圧ヒューズの交換 
本件業務期間（平成 21年 10月～平成 24年 3月）における高圧ヒューズの
交換は対象外とする。 

 
（参考）今後の高圧ヒューズの交換の点検周期 

数量 点検周期

設置場所 名称 仕様 

（個） 
平成 31

年 

平成館特高圧室 
接地形計器用変圧

器（PT) 
       6 6

  計器用変圧器（PT)        9 9

  計器操作  １０A      10 10

  遮断機操作  筒型２０A      19 19

平成館高圧変電所 計器用変圧器（PT)        9 9

  ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾊﾟﾜｰﾋｭｰｽﾞ 
CL-LB3.6KV G50A T30A C30A φ50

×260 ㎜ 
 12 12

    
CL-3.6KV G100A T75A C60A φ60

×310 ㎜ 
 3 3

  高圧トランス CL-LB3.6KV G60A T40A C40A 40KA  3 3

    
CL-3.6KV G200A T150A C100A 

40KA 
 6 6

    CL-3.6KV G150A T100A C75A 40KA  7 7

    
CL-LD3.6KV G100A T76A 

40KA 
   4 4

本館 計器用変圧器（PT)            

本館（新） 高圧トランス CL ﾀｲﾌﾟ 75G      2 2

    CL ﾀｲﾌﾟ 60G      3 3

資料館 計器用変圧器（PT)            

  高圧トランス HH ﾀｲﾌﾟ 100G      2 2

    HH ﾀｲﾌﾟ 75G      3 3
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    HH ﾀｲﾌﾟ 20G      6 6

法隆寺宝物館 計器用変圧器（PT)            

  高圧トランス CL ﾀｲﾌﾟ 100G      3 3

      CL ﾀｲﾌﾟ 60G      5 5

      CL ﾀｲﾌﾟ 40G      4 4

      CL ﾀｲﾌﾟ 30G      2 2

※点検周期は，予防保全として１０年毎とする。 
 

f 高圧ケーブル劣化試験 
本件業務期間（平成 21年 10月～平成 24年 3月）における高圧ケーブル劣
化試験の対象は以下のとおり。 
・ 平成館特高→表慶館（平成 22年） 
・ 平成館特高→資料館（平成 22年） 
 
（参考）今後の高圧ケーブル劣化試験の点検周期 

点検周期 

系統名称 

平成 22 年 平成 30 年 平成 31 年 

平成館特高 → 東洋館     ●   

平成館特高 → 本館     ●   

本館 → ポンプ室       ● 

平成館特高 → 法隆寺宝物館     ● 

平成館特高 → 表慶館   ●     

平成館特高 → 資料館   ●     

※点検周期は，保安規定，工作物規定により，１０年毎とする。 
 

g 発電機遮断機 
本件業務期間（平成 21年 10月～平成 24年 3月）における発電機遮断機の
点検は対象外とする。 
 
（参考）今後の発電機遮断機の点検周期 

遮断機 点検周期 

名称 

（台数） 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

資料館 （VCB) 1       1   

平成館 （VCB) 2         2 

※点検周期は，予防保全として 5年毎とする。 
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(C) 手入れ，点検の業務の完了後に検査報告書等を提出 

 
B 東京文化財研究所 

(A) 通常点検 
a 保護継電器動作・測定試験 
b 絶縁抵抗測定（変電所内及び所内低圧盤） 
c 接地抵抗測定 
d 非常用発電機整備点検 
e 変電所設備内外の清掃及び点検 
f その他の電気保安規程第 14条の項目に東博等の職員の指示する場所の点検 

 
(B) 精密点検 
a 清掃・点検・試験等 
 
なお、以下の項目については、点検周期を 5年毎とし、次回は平成 26年度に
実施予定のため、本業務期間中には実施しない。 
 
b 高圧遮断機分解細密点検（ＶＣＢ） 5台 
c コンデンサ容量測定 
 

 
(C) 手入れ，点検の業務の完了後に検査報告書等を提出 

 
（ウ）実施対象物 

A 東京国立博物館 
実施対象物は以下のとおりとする。また，実施対象物の概要は別紙１のとお

り。 

1 特別高圧受変電所 6 資料館屋内変電所 

2 本館屋内変電所 7 表慶館屋内変電所 

3 平成館屋内変電所 8 法隆寺宝物館屋内変電所 

4 東洋館屋内変電所 9 中央監視操作盤 

5 ポンプ室屋内変電所 10 本館冷凍機室内高圧盤 

 
B 東京文化財研究所 
(A) 受電設備 ６．６ＫＶ・２０００ＫＶＡ 
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(B) 発電設備 ６．６ＫＶ・３７５ＫＶＡ（原動機・ディーゼル） 
実施対象物の概要は別紙２のとおり。 
 

（エ）使用材料等 

点検に必要な測定器具，仮設電源，消耗品（ウエス布・グリース・薬品）は，

民間事業者の負担とする。 
 

（オ）業務の実施時期・時間 

業務種別 実施時期 実施時間 
全業務 年 1回（実施日は東博等の指示する日時

とする。） 
＜実施予定※＞ 
・東京国立博物館 6月 
・東京文化研究所 2月 
・黒田記念館   3月 

実施時間は東博等の

指示する時間とす

る。 

     ※平成 21 年度は東京国立博物館を除く 2回、平成 22 年度、平成 23 年度は 3回

実施となる。 

 
イ 中央監視制御装置保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

A 装置本体の清掃，点検，電源電圧の測定，試験 
B プリンターの清掃，点検 
C ＣＲＴ表示装置の清掃，点検，電圧チェック 
D リモートステーションの清掃，点検，試験 
E シーケンスチェック 
F 手入れ，点検の業務の完了後に検査報告書等を提出 

 

（ウ）実施対象物 

実施対象物の概要は別紙３のとおり。 
 

（エ）使用材料等 
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点検に必要な測定器具，消耗品，清掃道具等はすべて民間事業者の負担とす

る。 
 

（オ）業務の実施時期・時間 

業務種別 実施時期 実施時間 
全業務 年 1回（実施日は東博等の指示する日時

とする。） 
＜実施予定※＞ 
・東京国立博物館 6月 
・東京文化研究所 2月 
・黒田記念館   3月 

実施時間は東博等の

指示する時間とす

る。 

     ※平成 21 年度は東京国立博物館を除く 2回、平成 22 年度、平成 23 年度は 3回

実施となる。 

 
ウ 自家発電機設備整備 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

点検にあたっては，建築基準法、および消防法に基づき、下記の機器及び装

置の自家発電機の点検整備を安全かつ最良に行うものとする。 
 

A Ｌ６Ｄ１５ＥＣＳ型（ディーゼル）の点検，整備 

(A) 設備環境（周囲の状況・油類貯蔵・照明機能等） 
(B) 耐震装置（基礎ボルト・防振ゴム） 
(C) 排気装置（排気管・消音器の断熱及び漏れ緩み） 
(D) 始動装置（端子増締・空気槽の圧力・始動空気装置の漏れ緩み・圧縮機能・
電磁弁動作） 

(E) 潤滑油装置（汚れ・油量・管の漏れ緩み・オイルポンプ・機能動作） 
(F) 燃料関係（オイルタンク油量計・ドレンの排出・オイルポンプ機能動作・漏
れ緩み） 

(G) 冷却水関係（水量計・槽内発錆・ボールタップの動作電磁弁・管の漏れ緩み） 
(H) 計測装置（回転計・圧力計・温度計） 
(I) 電気関係（開閉器・継電器・表示灯・絶縁抵抗） 
(J) 機関部関係（燃料フィルター・噴射弁・燃料ポンプ吸排気弁・過給器・調速
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機） 
(K) 保護回路系統 
(L) 試運転その他 

 
B ＰＵ－１００型（ガスタービン）の点検，整備 

(A) 設備状況（始動操作盤・バッテリー盤・給排ダクト） 
(B) 主要ボルト（基礎ボルトの緩み，発錆等点検） 
(C) 燃料系統（フェーエルコントロール・フィルター交換） 
(D) 起動系統（始動・制御用バッテリー・セルモニター・ターニングモーター） 
(E) 潤滑油系統（潤滑油量・潤滑油ポンプ・潤滑油フィルター・オイル・クーラ
ー） 

(F) 減速機（ギヤ歯面） 
(G) 軸継手（カップリングラバー・カップリングボルト） 
(H) 発電機（軸受・端子接続部・接地抵抗計測） 
(I) 始動版系統（状態表示・配線・継電器性能点検・絶縁抵抗計測） 
(J) 計器類（停止中，運転中点検） 
(K) 保護装置点検（実作動テスト・シミュレーションテスト） 
(L) シーケンス検査（自動起動停止確認） 
(M) 燃焼状態 
(N) 運転諸元計測その他 

 
C 消防法に基づく法定点検（非常電源設備） 

D 各月毎の業務及び，その業務の完了後検査報告書等を提出。 

 
（ウ）実施対象物 

実施対象物の概要は別紙４のとおり。 
 

（エ）業務の実施時期・時間 

業務種別 実施時期 実施時間 
全業務 年 1回（実施日は東博等の指示する日時

とする。） 
＜実施予定＞ 
・東京国立博物館 ３月 

実施時間は東博等の

指示する時間とす

る。 
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（オ）実施体制 

A 消防点検資格者（１・２種）※消防設備（非常電源設備）の点検に必要。 

 

エ 電気設備管理業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

電気事業法に基づき、東京国立博物館の日常業務及び夜間開館等に伴い発生

する各種電気設備等の保全業務を行うものとする。 
 
A 建物内電気設備の運転業務（変電室検針及び外観点検） 

B 建物内電気設備の監視業務（中央監視装置によるデマンド監視及び警報確

認） 

C 建物内電気設備の日常点検業務（展示会場の巡回点検，マンホール（計 37
ヶ所）内電気設備の点検を含む） 

D 建物内電気設備の緊急時応急処置 

E 建物内電気設備の高所作業車による断球取替業務 

F 建物内電気設備の送電停止業務 

 
（ウ）実施対象物 

敷地内電気設備全般 
なお，低圧回路点検盤面数は以下のとおり。 

場所 低圧回路点検盤面数 
①平成館 ５５面 
②本館 ９１面 
③東洋館 ５２面 
④資料館 ３７面 
⑤法隆寺宝物館 ２４面 
⑥表慶館 ８面 
⑦外回り ２６面 
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⑧黒田記念館 ５面 
⑨東京文化財研究所 ２８面 

計 ３２６面 
 

（エ）業務の実施時期・時間 

A 常駐技術員の勤務時間は，9時から 17時 45分までの実働 8時間とする。 

B 夜間開館日は 17時 45分から 20時 15分までの実働 2.5時間延長とする。
なお、夜間開館日については、毎年度定めるものとする。 

C 内覧会や各種イベントなどが開催され，突発的に時間外の業務が発生する場

合には，本業務契約とは別に業務を発注するものとする。 

D 低圧回路点検及び特高点検日（延べ 40日程度）を実施する場合には，18時
から 21時までの実働 3.0時間延長とする。 

E 展示会場の巡回点検は，毎日 1回実施するものとし，処置が必要な箇所があ
る場合は，閉館後 17時から 17時 45分の間に処置を行うものとし，緊急性
が高い場合には，東博等の職員に連絡の上，迅速に処理を行うこととする。 

F マンホール内の電気設備の点検は，年に 1 回（11 月を想定）実施するもの
とする。 

 
（オ）業務体制 

A 常駐勤務の電気設備技術員は３名（常時３名とする。） 

なお、平成 21年 10月 1日～平成 22年 3月 31日の間は、上記の技術員の
うち、1名は東博等の職員が担当する。 
 

B 延長勤務の電気設備技術員は３名（常時３名とする。） 

なお、平成 21年 10月 1日～平成 22年 3月 31日の間は、上記の技術員の
うち、1名は東博等の職員が担当する。 
 

C 1名当たりの要年間日勤業務実働日は，365日間とする。 

D 交代で業務を行う場合は，当該業務に支障をきたさないよう勤務引継調整を

行うものとする。 

E 技術員は日常，緊急時を含め，以下の知識を有する者 
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(A) 異常通報等による影響範囲の判断が理解できる。 
(B) 電力専門用語が理解でき各関係箇所への対応･応答ができる。 
(C) 受変電設備運転または保守経験が 5年以上。 
(D) 電気工事士免許及び高所作業車運転免許を有する者。 
(E) 経済産業省の指導に基づき、電気主任技術者としての届出が 5年以上の実務
経験（資格：電験 3種以上）を有する者（本件業務に専任とすること）。 
 
なお、上記(E)の電気主任技術者は、東京国立博物館、黒田記念館、東京文
化財研究所の全ての建物に対し、1名で兼務しても構わないものとする。ま
た、平成 22 年 3 月 31 日までは東博等の職員が電気主任技術者として従事
しているので、主任技術者の名義変更時期は平成 22年 4月 1日とする。 
 
 

オ 防災設備保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館および東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

以下に示す各項に対して，消防法に基づき、消防庁告示によって告示された

点検基準に従って点検を行う。 
 
A 東京国立博物館 

(A) 自動火災報知設備（現場感知器にて擬似発報により受信機にて信号確認） 
(B) ハロゲン化物消火設備（擬似起動試験及び容器容量確認） 
(C) 排煙設備（排煙口，排煙ダンパー，防火シャッター，排煙機起動動作試験） 
(D) 屋内消火設備（消火栓箱内ホース外観点検，消火栓ポンプ試運転） 
(E) 屋外消火栓設備 
(F) 消火器具（外観点検，全体の 10％交換，配置チェック） 
(G) 総合防災監視設備（ＣＲＴ盤機能点検，蓄電池点検） 
(H) ガス漏れ火災警報設備（現場感知器にて擬似発報により受信機にて信号確
認） 

(I) 非常警報設備（スピーカ音量，本体放送盤機能点検） 
(J) 連結散水設備 
(K) 誘導灯（外観点検，電圧測定） 
(L) 誘導灯用直流電源装置（外観点検，電圧測定） 
(M) 動力消防ポンプ 



 15

(N) その他東博等の職員から特に指示のない事項でも民間事業者として，当然行
うべきことがあるときは実施。 

(O) 各月毎の業務および，その業務完了後検査報告書を提出。 
 
 

B 東京文化財研究所 

(A) 自動火災報知設備（現場感知器にて擬似発報により受信機にて信号確認） 
(B) 消火器具（外観点検，全体の 10％交換，配置チェック） 
(C) ガス漏れ火災警報設備（現場感知器にて擬似発報により受信機にて信号確
認） 

(D) 誘導灯（外観点検，電圧測定） 
(E) 防火・防災設備 
(F) その他東博等の職員から特に指示のない事項でも民間事業者として，当然行
うべきことがあるときは実施。 

(G) 各月毎の業務およびその業務完了後の検査報告書の提出 
 
（ウ）実施対象物 

A 東京国立博物館 

実施対象の設備の概要は別紙５のとおり。 
 

B 東京文化財研究所 

実施対象の設備の概要は別紙６のとおり。 
 

（エ）業務の実施時期・時間 

A 以下のスケジュール以外に，ＶＩＰ来館や建物内の害虫駆除などに伴い，突

発的な対応が必要な場合には，本業務契約とは別に業務を発注するものとす

る。 

 
B 東京国立博物館 

 外観・機能点検 

（9月を予定） 

外観・機能・総合点検 

（3月を予定） 

自動火災報知設備 年 1回 年 1回 

 

ハロゲン化物消火設備 〃 〃 
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排煙設備 〃 〃 

屋内消火設備 〃 〃 

屋外消火栓設備 
（柳瀬荘の放水銃を含む） 

〃 〃 

消火器具 

 

年 2 回（9月、3月を予定） 

総合防災監視装置 年 1回 年 1回 

ガス漏れ火災警報設備 〃 〃 

非常警報設備 〃 〃 

連結散水設備 〃 〃 

誘導灯 年 2回（9月、3月を予定） 

誘導灯用直流電源装置 年 1回 年 1回 

動力消防ポンプ 〃 〃 

 
C 東京文化財研究所 

消火用設備 外観・機能点検 

（9月を予定） 

外観・機能・総合点検 

（3月を予定） 

自動火災報知設備 年 1回 年 1回 

 

ガス漏れ火災警報設備 〃 〃 

誘導灯 年 2回（9月、3月を予定） 

防火・防災設備 年 1回 年 1回 

 

 
（オ）実施体制 

A 技術員は，以下の資格を有する者 

(A) 消防設備点検資格者（第 1・2種）もしくは消防設備士 
(B) 危険物取扱者（乙 4類） 

 
（カ）使用材料等 

以下に掲げる以外の費用（消耗品等）はすべて民間事業者の負担とする。 
 

A 発注者の都合により行う工事または，設備の移動あるいは回収を必要とする
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場合 

B 設備の破損もしくは老朽化による機器への交換の必要が生じたときに発注

者が認めた場合 

 
 

カ 地下タンク貯蔵所定期点検 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

消防法に基づき、東京国立博物館に設置されている地下タンク貯蔵所の定期

点検を実施するものである。 

 
A 消防法第 14条の 3の 2に基づき，必要な事項をすべて施工点検。 

B 微加圧法（窒素ガスを封入し，2KPa加圧）にてタンク・配管の漏洩の有無
を確認。 

C 点検作業終了後は点検記録簿を作成提出。 

D その他，東博等の職員から特に指示のない事項でも民間事業者として当然行

なうべきことがあるときは実施する。 
 

（ウ）実施対象物 

平成館地下タンク貯蔵所 
第 4類第 3石油類（特Ａ重油）5KL 1基 
配管 一式 

 
（エ）業務の実施時期・時間 

業務種別 実施時期 実施時間 
全業務 年 1回（実施日は東博等の指示する日時

とする。（３月に実施予定）） 
実施時間は東博等の

指示する時間とす

る。 
 

（オ）使用材料等 
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点検に使う機器，および消耗品等は民間事業者の負担とする。 
 
 

キ 電話交換設備等保守 

（ア）対象施設 

東京国立博物館および東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

電話交換設備等の保守にあたり，電気事業法、および電気通信事業法に基づ

き、以下の項目に対し，安全かつ善良に行うこと。 
 

A 共通点検項目 

(A) 電話交換設備 
保守点検表は，点検の都度提出するものとする。保守点検契約期間において，

内線電話機増数等の軽微な変更があっても，契約金額の変更はない。 
 
a 制御系 

・各装置動作状態確認 
・自動切替確認 
・自律メッセージ・障害エリア解析（５，８，１１，２月） 

b 通話路系 
・各装置動作状態確認 
・通話路試験 
・各トランク機能試験 
・ＭＢ状態の確認 

c 入出力装置 
・各装置動作状態確認 
・ランプ・表示状態確認 
・外観点検 

d 中継台 
・各種接続機能等確認 
・ランプ・表示状態確認 
・外観点検 

e 構内 
・本配線盤・端子盤 
・線路 
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・電話機 
f 電源装置 

・整流器（外付電源装置）入力・出力 
・架内電源電圧（４，７，１０，１月） 
・交換機電圧（４，７，１０，１月） 
・蓄電池電圧・比重・液量（４，７，１０，１月） 
・外観点検（腐食・歪・ヒビ・熱）（４，７，１０，１月） 

g その他 
・直通切替資料確認（５月） 
・機器清掃・室内清掃 
・管理台帳 入 

 
B 東京国立博物館のみ対象の点検項目 

(A) 非常通報装置 
機械保守として，常時あるいは定時に保守センターより遠隔監視により各種

の異常の有無を診断する。 
 

a パネル確認 
通報装置の扉を開扉し，パネル部の各種ランプの確認をする。 

b 装置試験 
通報装置が正しく動作するか試験する。 

c 録音再生試験 
録音の状態を聴取し，音量・明瞭度を確かめ必要によりボリュームの調整

を行う。 
d インパルス試験 

１１０番が正しくダイヤルされるかどうか試験する。 
e 障害ブザー試験 

ルート別押しボタンの配線が短絡した時にブザーが鳴動するかどうか試

験する。 
f 電池電圧試験 

電池をチェックし必要により交換する。 
g 押しボタン試験 

各押しボタンをルートごとに押して通報装置を動作させベルの鳴動，ラン

プの点滅を確認する。 
h 局線接続試験 

電話加入回線との接続状況を点検する。 
i その他 
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点検事項に記載のない事項でも，民間事業者として当然行うべきことが

ある時は実施する。 
 

C 東京文化財研究所のみ対象の点検項目 

(A) 電話交換業務 
a 制御系 

・CMT・FD交換／バックアップ 
 

（ウ）実施対象物 

A 東京国立博物館 

(A) 電話交換設備 
実施対象物の概要は別紙７のとおり。 

(B) 非常通報装置 
実施対象物の概要は別紙８のとおり。 
 

B 東京文化財研究所 

実施対象物の概要は別紙９のとおり。 
 

（エ）使用材料等 

A 電話交換設備 

保守点検に必要な器具，材料，消耗品及び軽微な部品交換はすべて民間事業

者の負担とする。 
B 非常通報装置 

乾電池，録音テープ，トランジスタ，表示ランプ等，ボタン用アクリル板，

ヒューズ，止め金具の取替えについては民間事業者の負担のもとに実施する。 
 

（オ）業務の実施時期・時間 

A 電話交換設備 

業務種別 実施時期 実施時間 

【制御系】 

・自律メッセージ・障害エリア解析

年 4回（5月，8月，

11 月，2月） 

【電源装置】 
・架内電源電圧 

年 4回（4，7，10，
1月） 

実施時間は東博

等の指示する時

間とする。 
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・交換機電圧 
・蓄電池電圧・比重・液量 
・外観点検（腐食・歪・ヒビ・熱）

【その他】 

・直通切替資料確認 

年 1回（5月） 

その他業務 月 1回 

 
B 非常通報装置 

業務種別 実施時期 実施時間 

遠隔監視 常時あるいは定時 

巡回保守点検作業 3 ヶ月に 1回 

実施時間は東博

等の指示する時

間とする。 

 
（カ）達成水準 

A 電話交換設備 

設備を保全する水準は，障害の件数で算出したとき，内線電話機 100 台当た
り月間 3.5件以下で，業務に支障のないように保守を行わなければならない。 

 
（キ）業務体制 

A 電話交換設備 

全業務は，いずれも毎月１回技術員を派遣して実施すること。設備の障害の

連絡を受けた場合は，直ちに技術員を派遣して点検修理を行うこと。 
 

B 非常通報装置 

巡回保守点検作業は，3 ヶ月に一回技術員を派遣して行う。不時の故障時は，
直ちに技術員を派遣して，点検・修理作業を行う。 
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③エレベーター設備等保全業務 

ア 昇降機設備等保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館および東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

       労働安全衛生法に基づき、以下の昇降機設備等について保全業務を行うこ

と。 
 

A 点検，手入れ保全（修理に要する部品を除く消耗品取替え含む） 

遠隔点検機種及び可能な機種については，電話回線による遠隔点検を実施す

ること。点検により不良部品等を交換する際は，その都度係員に報告し修理を

行ない，交換部品については純正部品にて別途とする（軽微なものは民間事業

者の負担とする）。交換純正部品については早急に入手できること。 
 

(A) ロープ式エレベーター・油圧エレベーター 
a 機械室内環境状態 
b 機械室内各機器状態 
c かご運行状態 
d 戸の開閉状態 
e かご関連機器状態 
f 外部連絡装置 
g かご室意匠 
h 乗場意匠 
i 乗場関連機器状態 
j 昇降路内関連機器状態 
k ピット内環境状態 
l 付加装置他各機器動作状態 

 
(B) エスカレーター（東京博物館のみ） 
a 運連状態 
b 操作盤スイッチ，押ボタン動作状態 

c 踏段・レール関連機器状態 

d ドライブユニット状態 

e 移動手すり・駆動装置状態 
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f 照明・意匠 
g 各安全装置動作状態 

h 上部機械室環境状態 

i 下部機械室環境状態 
j 機械室各機器状態 
k 電磁ブレーキ動作状態 

l 各チェーン給油状態 
m ステップリンク動作状態 

n 安全設備点検 

 

B 検査（品質検査，法定検査） 
C 各月毎の業務および，その業務の完了後検査報告書の提出 

 
（ウ）実施対象物 

A 東京国立博物館 

実施対象物の概要は別紙１０のとおり。 
 

B 東京文化財研究所 

実施対象物の概要は別紙１１のとおり。 
 

（エ）使用材料等 

前記の修理に要する部品を除く消耗品は，民間事業者の負担とする。点検に

より不良部品等を交換する際は，その都度東博等の職員に報告し修理を行ない，

交換部品については純正部品にて別途とする（軽微なものは民間事業者の負担

とする）。交換純正部品については早急に入手できること。 

 
（オ）業務の実施時期・時間 

以下のスケジュール以外に，ＶＩＰ来館などに伴い，突発的な対応が必要な場

合には，本業務契約とは別に業務を発注するものとする。 
 

業務種別 実施時期 実施時間 

点検，手入れ保全 月 1回 

品質検査，法定検査 年 1回 

実施時間は東博等の

指示する時間とする。

（休館日昼間及び平

日昼間を予定） 
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（カ）業務体制 

A 機器メーカーの認める技術を有する技術員を派遣して，点検調査を行なう。 
B 不時の事故時に発注者より連絡を受けた場合には，直ちに技術員を派遣し，

点検調整を行なう。 
 
 

イ 自動扉開閉装置保守 

（ア）対象施設 

東京国立博物館および東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

A 故障等による部品交換は純正部品にて速やかに交換できること。業務の完了

後検査報告書等を提出すること。 
B 不時の故障の際は無償にて修理すること。 
C 詳細な点検事項は東京国立博物館が別紙１２，東京文化財研究所が別紙１３

のとおり。 
 

（ウ）実施対象物 

実施対象物の概要は別紙１４のとおり。 
 

（エ）使用材料等 

フルメンテナンス対象機器（LF・LS型）は部品交換（建具，トップセンター
交換は別途），オーバーホール等並びに消耗品は民間事業者負担とする。普通メ

ンテナンス対象機器（DS・SND型，PS型，SOV型）は部品交換，オーバーホ
ール等は有償，但し，工賃，消耗品は民間事業者負担とする。 

 
（オ）業務の実施時期・時間 

以下のスケジュール以外に，ＶＩＰ来館などに伴い，突発的な対応が必要な場

合には，本業務契約とは別に業務を発注するものとする。 
 

建物名 階数 型番 台数 備考 

東

京

国

立

東洋館 1 階 LF 型 

（玄関） 

8 台 2 ヶ月毎に 1 回（年 6

回） 

フルメンテナンス 
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資料館 1 階 LS 型 

（玄関） 

2 台 2 ヶ月毎に 1 回（年 6

回） 

フルメンテナンス 

1 階 DS 型 

（正面・西玄関） 

5 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

1 階 DS 型 

（身障者トイレ） 

2 台 6 ヶ月毎に 1 回（年 2

回） 

普通メンテナンス 

平成館 

2 階 DS 型 

（身障者トイレ） 

1 台 6 ヶ月毎に 1 回（年 2

回） 

普通メンテナンス 

通用門 門扉 SND 型 1 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

1 階 DS 型 

（玄関・1室入口）

4台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

1 階 DS 型 

（身障者トイレ） 

1 台 6 ヵ月毎に 1 回（年 2

回） 

普通メンテナンス 

法隆寺宝物館 

2 階 DS 型 

（4室入口） 

1 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

1 階 PS 型 

（正面玄関） 

1 台 2 ヶ月毎に 1 回（年 6

回） 

普通メンテナンス 

1 階 

 

 

DS 型 

（正面玄関） 

2 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

本館 

 

 

 

1 階 

（ 正

面） 

 

SOV 片引 

（玄関） 

（フルオープン） 

2 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

セミフルメンテナン

ス 

平成館 1 階 

（ 正

面 玄

関） 

SOV-160K 両引 

 

4 台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

セミフルメンテナン

ス 

東
京
文
化
財

研
究
所 

研究所 １階 

（ 玄

関） 

DS 型 ２台 3 ヶ月毎に 1 回（年 4

回） 

普通メンテナンス 

 

（カ）業務体制 

A 機器メーカーの認める技術を持った技術員を派遣して，点検調整を行なう。 
B 不時の故障時に発注者より連絡を受けた場合には，直ちに技術員を派遣し，

点検修理を行なう。 
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④空調自動制御機器等保全業務 

ア 空調自動制御機器等保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館および東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

A 点検事項の詳細は別紙１５，１６のとおり。 
B 緊急時に備え，製品・部品の専用保管庫を所持し，代替品，中古品の貸出し

によりシステムの復旧を最短で行えること。 
C 点検により不良部品を交換する場合には，その都度東博等の職員に報告し，

修理をおこなうものとするが，交換部品については，別途打合わせするもの

とする。 
D 点検のために必要な測定機器を所持し，機器の校正を期限内に行い，必要な

時は校正証明書を提出できること。 
E 平成館、および法隆寺宝物館の空調機系統制御データは常時蓄積保存し，必

要時に取出しできるものとする。 
 
（ウ）実施対象物 

実施対象物の概要は別紙１７，１８のとおり。 
 
（エ）業務の実施時期・時間 

別紙１７，１８の機器に対して半期に 1度，年２回に分けて点検を行う。 
 

（オ）使用材料等 

A 制御データ収集の為のデータ収集器，通信回線費及び設置，撤去は民間事業

者の負担とする。 
 

（カ）業務体制 

A 機器メーカーの認める技術を持った技術員を派遣して，点検調整を行なう。 
B 不時の故障時に発注者より連絡を受けた場合には，直ちに技術員を派遣し，

点検修理を行なう。 
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イ 中央監視装置一部夜間監視業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

東京国立博物館の中央監視装置に接続されている，機械，電気設備の一部を

保全及び運用するため，巡回点検及夜間監視及び緊急対応を行う。 
また，黒田記念館では，昼間の警報発報時の対応は，遠隔監視センターより

東京国立博物館設備監視室へ連絡を行うものとし，夜間は，緊急対応を行うも

のとする。 
なお，夜間監視業務内容は，日報に記載し提出する。また，巡回点検につい

ては報告書を提出する。 
 

A 機械設備－遠隔監視業務 
B 電気設備－遠隔監視業務 
C 巡回点検（業務対象機器のみ） 
D 法隆寺宝物館－温湿度データ収集提出業務 
E 黒田記念館－遠隔監視業務 

 
（ウ）実施対象物 

実施対象物の概要は別紙１９のとおり。 
 
（エ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数 

巡回点検 
 １回／月 

夜間監視及び緊急対応 
 

17：45～翌 9：00 
（２４時間３６５日緊急対応組織を確立） 

 
（オ）業務体制 

遠隔監視業務及び緊急対応業務を遂行するにあたり，遠隔監視センター等は

次の条件を満たす事 
 

A 遠隔監視センターは自社資産及び自社社員で管理運営し，当現場の監視ポイ

ント全点遠隔管理機能を有する（総管理点数･･１９９７点） 
B 遠隔監視センターは当現場と接続し，監視・制御・計測・起動操作停止操作・
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設定変更・スケジュール変更操作・システム機能診断等を行う事が可能。 
C 遠隔監視装置及び中央監視装置・自動制御機器故障時のバックアップ機能を

所持，仮復旧の為の部品（代替品，中古品）を備える 
D 当館監視装置と同等以上の装置（含ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）を有し，発報の際派遣する作

業員を３６５日待機可能な拠点を都内に有すること。また，東京国立博物館

においては，温度湿度のデータを蓄積提出可能であること。 
 
 

ウ エネルギー管理業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 

（イ）業務内容 

エネルギーの使用量や使用状況を定期的且つ総合的に分析し，省エネルギー

化計画を立案する。次に省エネルギー化計画を実施または支援し，実施後の効

果検証を行い，更なる改善案を検討する。この一連の業務をエネルギー管理業

務（以下業務という）と位置付け，年間を通じて定常的な業務として確立し，

エネルギーの使用の合理化を実現する事を目的とする。基本的に設備の運転方

法や運用方法の改善を優先とし，省エネルギー化を実現していくものとする。

合わせて「エネルギーの使用の合理化に関する法律」で定める第一種エネルギ

ー管理指定工場として行うべき業務及び「都民の健康と安全を確保する環境に

関する条例」で定める業務を代行支援する。 
 

（ウ）実施対象物 

東京国立博物館 
 

（エ）業務の実施時期・時間 

A エネルギー化検討報告会の実施    

1 回／半期 

 

B 「エネルギー使用の合理化に関する法律」関連 

(A) 定期報告書   平成 23年度 6月 中旬，平成 24年度 6月 中旬 
(B) 中長期的計画書 平成 23年度 6月 中旬 平成 24年度 6月 中旬 
(C) 参画証明書   平成 23年度 6月 中旬 平成 24年度 6月 中旬 
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(D) 管理標準書（改定版） 毎年度末 
 

C 「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」関連 

(A) 温室効果ガス排出状況報告書 平成 23年度 6月 中旬，平成 24年度 6
月中旬（同上関連資料含む） 

 
エ 建物設備遠隔管理業務 

（ア）対象施設 

東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

研究所建物内に設置された中央監視装置の監視対象点について，並列監視を

行い，東博等職員の勤務時間外に限り，東博等職員に代わり機器発停，状態監

視，温湿度等の指示値把握，設定値の変更等を行い設備の維持向上を図るもの

とする。 
また，特に監視対象点の警報発生時には，現場に出動する等により速やかに

原因の調査に努め復旧を図り，被害拡大を防止するよう対応するものとする。 
また，月毎の業務報告を翌月１４日までに提出すること。但し，設備等の異常

による緊急対処を行った場合は，その都度提出すること。業務区分は下記のと

おりとする。 
 

A 巡回点検 

(A) 業務対象機器について、巡回点検を行うこと。 
 

B 運転監視業務 

(A) 中央監視装置の運転及び監視業務 
(B) 電気設備の運転及び監視業務 
(C) 空気調和設備の運転及び監視業務 
(D) 給排水設備の運転及び監視業務 
(E) その他の建物に附帯する設備の監視業務 

 
C 運転監視記録 

(A) 警報履歴データの集積 
(B) 運転データの集積 
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D 緊急対応業務 

(A) 警報の受信及び非常要請に対する適切な処置と連絡報告 
 

（ウ）実施対象物 

東京文化財研究所  
・ 建物規模 
東京文化財研究所 新館 
地上４階・地下１階建 延床面積１０，６２２ｍ2 

・ 建物用途 
研究施設 

 
（エ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数 

巡回点検 
 

１回／月 

運転監視及び緊急対応 
 

【運転監視】 
18：00～翌 9：00 
※国民の祝日に関する法律第３条による休日及び本施設

の休業日（１２月２９日から翌年１月３日まで）を除く

月曜日から金曜日（ただし、運転監視記録の管理は 24
時間集積） 
※上記以外の日は、24時間の連続監視 
【緊急対応】 
２４時間３６５日緊急対応組織を確立 

 

（オ）業務実施体制 

A 業務実施時期での交代制による人員配置ができること。 

B 監視業務責任者の資格は，実務経験年数５年以上の者とする 



 31

⑤冷凍設備等保全業務 

ア 冷凍設備等保全業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館 
 
（イ）業務内容 

高圧ガス保安法に基づき、以下の保全業務を行うこと。 
 
A シーズン前の作業及び点検 

B シーズン中の作業及び点検 

C シーズンオフの作業及び点検 

D 年間運転機の作業及び点検 

各作業及び点検の項目は別紙２１のとおり。 
 

（ウ）実施対象物 

館名称 機 器 名 称 

設 置 場 所 

仕 様 

（メーカー名，型式等） 

R-1 吸収式冷凍機 

（NO,1） 

B1 中央機械室 

三菱重工業㈱MS-3B2 255USRT 

冷房能力 771120kcal/h 水冷温度 11℃→6℃ 

2503L/min 冷却水温度 32℃～40℃ 蒸気量 2173kg/h 

R-2 吸収式冷凍機 

（NO,2） 

B1 中央機械室 

同上 

 

 

 

 

本館 

冷却塔（吸収式 

冷凍機 R-1,R-2 用） 

RF 

空研工業㈱ SRB-241+241PARS（2 台 1体型） 

冷房能力 255UST×2 台 送風機（5.5kw×2）+（5.5kw×2）

冷却水温度 40171/min（32℃～40℃）×2 

R-1 吸収式冷凍機 

（NO,1） 

付属棟 B2 機械室 

三菱重工業㈱ MS-3B2 255USRT 

冷房能力 771120kcal/h 冷水温度 11℃→6℃ 

2503L/min 冷却水温度 32℃～40℃ 蒸気量 2173kg/h 

R-2 吸収式冷凍機 

（NO,2） 

付属棟 B2 機械室 

同上 

空冷ヒーポンチラー 

 

付属棟 B2 機械室 

三菱重工業㈱ MCU401AH 

冷房能力 95000kcal/h 暖房能力 112000kcal/h 

320L/min 送風機 0.6kw 圧縮機 30kw 

 

 

 

 

 

東洋館 

冷却塔（吸収式 

冷凍機 R-1,R-2 用） 

屋外受水槽横 

空研工業㈱ SRS-241+241PARS（2 台 1体型） 

冷房能力 255UST×2 台 送風機（5.5kw×2）+（5.5kw×2）

冷却水温度 40171/min（32℃～40℃）×2 

 

 

R-1 吸収式冷凍機 

（一般系統） 

三菱重工業㈱ MS-1A2 125USRT 

冷房能力 378000kcal/h 冷水温度 12℃→7℃ 
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B2 機械室 1206L/min 冷却水温度 32℃→40℃ 蒸気量 1072kg/h 

RR・2 チリングユニット型 

冷凍機（水冷） 

B2 機械室 

三菱重工業㈱ MCU-154 呼称 15RT 

冷房能力 30000kcal/h 冷水温度 12℃→7℃ 

100L/min 冷却水温度 32℃→40℃ 圧縮機 5.5kw×2 台 

冷却塔（吸収式冷凍機用） 

 

RF 

空研工業㈱ SKB-129PARS 

冷却能力 125RT 送風機 5.5kw 

冷却水量 1977L/min（40℃～32℃） 

冷却塔（チラー用） 

 

RF 

日本スピンドル製造㈱ CTA-10NE 

冷却能力 10RT  送風機 0.2kw 

冷却水量 130L/min  （37℃～32℃） 

資料館 

 

 

 

 

 

 

資料館 

空冷パッケージ 3F 電算

機室 

三菱重工業㈱ APJ212DC 冷房 19kw 再熱 17kw 

RA-1 吸収式冷凍機 

 

B1 冷凍機室 

三菱重工業㈱ MDS-36CBV 330USRT 

冷房能力 977100kcal/h 冷水温度 12℃→7℃ 

3260L/min 冷却水温度 32℃～37.5℃ 蒸気量 1650kg/h 

RA-2 吸収式冷凍機 

B1 冷凍機 
同上 

RR-1 ヒートポンプチラー 

 

RF 

三菱電機㈱ CAH-J1180AKF 

製氷能力 51000kcal/h 暖房能力 80000kcal/h 

送風機 0.7kw×4 圧縮機 30kw 

RR-2 ヒートポンプチラー  

RF 

同上 

冷却塔（吸収式冷凍機 

RA-1,RA-2 用） RF 

空研工業㈱ SKB-342T/HPR 

冷却能力 1876000kcal/h 送風機 5.5kw×2 

冷却水量 5685L/min （37.5℃～32℃） 

 

 

 

 

 

 

 

平成館 

氷蓄熱ユニット 

B1 冷凍機室下 2 台 

日本 BAC㈱ TSU-280BF 

氷蓄容量 254RT-h（770Mcal） 有効容量 31.5 ㎥ 

RR・1 チリングユニット型 

冷凍機（水冷） 

B1 機械室 

東洋キャリア工業㈱30SKA240 

冷房能力 203820kcal/h 冷水温度 11℃→6℃ 

633L/min 冷却水温度 32℃～37℃ 圧縮機 52.5kw×1 台 

RR・2 チリングユニット型 

冷凍機（水冷）  B1 機

械室 

同上 

冷却塔（R-1 用） 

 

資料館屋上 

空研工業㈱ SKV-FS60 

冷却能力 234000kcal/h 送風機 2.2kw 

冷却水量 780L/min （37℃～32℃） 

 

 

 

 

 

表慶館 

冷却塔（R-2 用） 

資料館屋上 
同上 

 

法隆寺 

宝物館 

R-1 空気熱源ヒートポン

プ 

チラーユニット 2 台 

B1F ドライエリア 

ダイキン工業㈱ UWRYD100A5R 冷温水同時取り出し 

冷却能力 193000kcal/h 加熱能力 156000kcal/h 

送風機 0.55kw×10 圧縮機 37kw×2  

冷水量 650L/min  温水量 520L/min 

 
（エ）業務の実施時期・時間 

別紙２０の通り。 
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イ ボイラー設備保守 

（ア）対象施設 

東京国立博物館及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

労働安全衛生法、および大気汚染防止法に基づき、館内に設置してあるボ

イラー，圧力容器について下記の項目を実施すること。 

 

A 点検整備・性能検査（ボイラー及び圧力容器安全規則第 5節） 
B 公害測定（ボイラー4缶，大気汚染防止法による） 

 
（ウ）実施対象物 

設備番号 BS-1・2・3 BS-2 HE-1 FT-1 HE-2-1・2 HE×-1 TVW-1 

種類 蒸気ボイラー 〃 第一種 

圧力容器 

〃 第一種 

圧力容器 

〃 〃 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 

形式 

炉筒煙管式 

 

最高使用圧力

10kg/cm3 

 

 

燃料種別 

都市ガス 

 

伝熱面積 

58 ㎡ 

 

定格出力 

5.4t/h 

形式 

貫流 

 

最高使用

圧力

10kg/cm3 

 

燃料種別 

都市ガス 

 

伝熱面積 

9.85 ㎡ 

 

定格出力 

0.95t/h  

形式 

蒸気発生器

 

 

 

内容積 

4.464 ㎥ 

形式 

フラッシュ

タンク 

 

 

内容積 

0.06 ㎥ 

形式 

熱交換器 

 

 

 

内容積 

0.16 ㎥ 

形式 

熱交換器 

 

 

 

内容積 

0.12 ㎥ 

形式 

貯蔵 

タンク 

 

 

内容積 

2.203 ㎥ 

製造所名 ㈱高尾鉄工所 〃 ニットー㈱ 〃 〃 〃 ㈱ベルテクノ

台数 3 1 1 1 2 1 1 

設置場所 平成館 

ボイラー室 

〃 〃 〃 平成館 

冷凍機室 

資料館 

機械室 

平成館 

空調室 2 

設置 

年月日 

平成 9年 6月 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

業務種別 点検整備 

性能検査 

煤煙測定 

煤煙測定 点検整備 

性能検査 

〃 〃 〃 〃 

性能検査

の有無 

有 無 有 有 有 有 有 

備考        

 
（エ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数 

点検整備・性能検査 
 1回／年（6月に実施予定） 
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公害測定 
 2回／年（2月と 9月に実施予定） 

 
ウ 空調設備管理業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

本業務は，東京国立博物館の日常業務，早朝準備及び夜間開館等冷暖房延長

に伴い発生する各種機械設備等の保全補助業務を行うものとする。 
中央監視室に席を置き，以下の業務を行う。 
 
A 建物内機械設備の運転業務 

B 建物内機械設備の監視業務 

C 建物内機械設備の日常点検業務 

D 建物内機械設備の緊急時応急処 

E 東博等の職員から要請のあった業務 
 

（ウ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数 

通常 
 9時から 17時 45分までの実働８時間 

夏季・冬季（12/1～3/31） 
 ８時から 9時までの 1時間早出 

夜間開館日 
 17時 45分から 20時 15分までの実働 2.5時間延長 

開館時間延長日 
 17時 45分から 18時 15分までの実働 0.5時間延長 

 
（エ）業務体制 

A 機械設備技術員は 3名（常時 3名とし，うち 1名は 一級ボイラー技士免許
を有する者とする。） 

B 早出，延長勤務 機械設備技術員は 3名（常時 3名とし，うち 1名は一級ボ
イラー技士免許を有する者とする。） 

C 1名当たりの要日勤業務実働日は，平成 21年 10月 1日から平成 24年 3月



 35

31日までとする。 

D 機械設備技術員補は１名（1名当たりの要日勤業務実働日は，平成 21年 10
月 1日から平成 24年 3 月 31日までとする。）交代で業務を行う場合は当
該業務に支障をきたさないように勤務引継調整を行うものとする。 

 
エ 空調設備保守点検業務 

（ア）対象施設 

東京文化財研究所 
 
（イ）業務内容 

A 電気設備 

電気設備は，電気事業法による事業用電気工作物の維持及び運用についての

規定，電気通信事業法，人事院規則及び労働安全衛生規則等を遵守して，適切

に点検・保守を行うものとする。 
電気設備の点検保守は，原則として停電して安全な状態で作業を行うものと

し，やむを得ず活線状態で作業する時は，絶縁用防具，保護用具等を用いて行

うものとする。 
停電予告等の関係方面への連絡は，十分余裕を持って行い，復旧後は，完全

に元の状態になっていることを確認する。 
点検及び保守を実施する上で必要な，機器等の清掃及び片付けに伴う機器周

辺等の清掃を行うものとする。 
 
B 機械設備 

電気事業法に定める事業用電気工作物に係る機器又は設備の点検を行うにあ

たっては，電気主任技術者と協議する。 
点検作業が終了したときは，点検対象機器の外面を入念に清掃する。 

 
C 特殊点検 

別紙２１に示す「点検内容一覧表」並びに，製造メーカーの取扱い説明書等

により設備を十分理解し業務を行うものとする。 
点検及び保守を実施する上で必要な，機器等の清掃及び片付けに伴う機器周

辺等の清掃を行うものとする。 
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（ウ）実施対象物 

東京文化財研究所 
 

オ 機器設備監視業務 

（ア）対象施設 

東京文化財研究所 
 
（イ）業務内容 

東京文化財研究所監視室（１階）において，中央監視装置，防災設備等の監

視業務を行う。 
 

A 監視業務 
(A) 監視室において、中央監視装置、防災設備の監視を行うとともに、データを
所定の用紙に記録する。 

(B) 各種設備機器に軽微な不具合を認めた場合には、速やかに修繕を行うととも
に、東博等職員に連絡する。 

(C) 各種設備機器に故障等の異常を認めた場合には、速やかに東博等職員に連絡
しその指示により各業務担当者に対応を依頼する。 

(D) 各種設備機器の保守点検作業の際に、立ち会いを行う。 
 

B 巡回時における点検 
       1 日に 2 回巡回（10：00～、16：00～を基準とし、必要に応じて時間変更

するものとする。）し、機械室、電気室、発電機室、受水層室内各設備の運転

状況を確認し、データを 1日 1回所定の用紙に記録する。 
巡回時の点検項目は以下のとおり。 

 
(A) 消防・消火・避難設備等の目視確認及び点検 
a 消火器が所定の位置にあるかの確認 
b 防火扉付近の障害物の撤去 
c スプリンクラー付近の障害物の撤去 

 
(B) 施設・機器の異常の発見と処理及び報告 
a 壁・天井・窓ガラス等のひび割れ、損傷箇所の確認 
b 給排水設備の損傷確認。水漏れについては、当該箇所の応急処置 
c 危険物（ガラス片等）の除去 
d その他設備の破損・漏出箇所の確認等 
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(C) 挙動不審者に対する対応 
a 身分証明書の提示を求める等 
b 管理部及び、必要に応じ警察機関への連絡 

 
(D) 時間外出入口等の施錠確認 
a 1階時間外出入口 
b 2階平成館連絡口 
c 屋上出入り口 
 
(E) その他 
a 上記以外の項目については、東博等職員の指示により随時それに従う。 

 
（ウ）実施対象物 

東京文化財研究所 
 
（エ）業務の実施時期・時間 

午前 8時 45分から午後 5時 45分までとする。 
土曜日，日曜日，国民の祝日に関する法律第 3 条による休日及び発注者の休
業日（12月 29日から翌年 1月 3日まで）は休みとする。 

 
（オ）業務体制 

1名配置 
A 消防法に定める「乙種第 4類危険物取扱者免状」及び高圧ガス保安法に定め
る第 3種冷凍機械製造保安責任者免状」を有する者を監視員として 1名配置
し，監視室内建物設備用中央監視装置及び防災設備並びに建物内各設備の監

視を行うとともに，館内の軽微な修繕等を行うものとする。 
B 監視員は本業務を履行するにあたり，事前に民間事業者が講習行い，本研究

所の特殊性等を十分に熟知させ，発注者に対し責任及び迷惑を及ぼさないも

のとする。また，業務内容の引継等にあたっては，民間事業者の責任におい

てこれを行うものとする。 
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⑥ビル環境衛生管理等業務 

ア ビル環境衛生管理業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律、および水道法に基づき、以

下の業務を行うこと。 
 

A 空気環境測定 
B 給 水 管 理 
C 飲料水の検査 
D 排 水 管 理 
E 衛生害虫の防除 
 
（ウ）実施対象物 

項 目 業 務 箇 所 

空気環境測定 本館，東洋館，資料館，平成館，法隆寺宝物館 

給 水 管 理 東洋館，資料館，平成館，法隆寺宝物館 

飲料水の検査 東洋館，資料館，平成館，法隆寺宝物館，東京文化財研究

所 

排 水 管 理 東洋館，資料館，平成館，法隆寺宝物館，東京文化財研究

所 
衛生害虫の防除 本館，東洋館，資料館，平成館，法隆寺宝物館 

 
（エ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数（回／年） 

空気環境測定 ６回 

給 水 管 理 １回 

飲料水の検査 ２回（東京文化財研究所にあっては，１回） 

排 水 管 理 ２回 

衛生害虫の防除 ２回 
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イ その他業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

A 小破修繕 
建物内外において，施設や設備等に不具合があった場合，応急的に対応を行う

こと。ただし，専門業者による作業や新たな備品等の購入が必要な場合は，業務

対象外とし，その状況を東博等の職員に報告すること。 
 

B メーター検針 
レストランの水道メーター（2箇所）および、テナント（ショップ、資料館）

の電気メーター（8箇所）の検針を行い、東博等の職員に報告すること。 
また、特別展開催時については、それぞれの開催期間において、ボイラーの

利用に係るガス、水道の使用量をメーターで検針し、東博等の職員に報告する

こと。 
 

（ウ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施時期・時間 

小破修繕 
 随時（9：00～17：45） 

メーター検針 
 

【レストラン、テナントのメーター検針】1回／月 
【特別展のメーター検針】1回／開催期間 
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⑦清掃業務 

ア 館内及び外溝清掃業務 

（ア）対象施設 

東京国立博物館及び東京文化財研究所 
 

（イ）業務内容 

東京国立博物館内及び国立文化財研究所内の床、前庭及び裏庭等を清掃し、

常に、清潔かつ衛生的な状態を保つことを目的とし、本仕様書の定めに従い、

清掃作業を行うものである。 

清掃作業にあたっては、椅子等移動可能なものは丁寧に取りかたづけてか

ら作業を行い、作業終了後は元に戻しておくこと。又、床・壁等に傷やシミ

を付けないよう留意すること。 

なお、作業終了後に新たに汚れが発見された場合は、当館の指示に従い、

速やかにその部分の清掃を行うこと。 

 
A 東京国立博物館 
(A) 建物内及び玄関車寄せの床部 
a 一般面床（木、ピータイル、リノリュウム等）は、モップ（集塵乾拭き機能

付きモップ）掛けとし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 
b じゅうたん敷床は、掃除機で集塵すること。 
c 石、タイル床は、モップ等で拭きとるか箒で集塵する。但し、展示館内は、

原則としてモップ（集塵乾拭き機能付きモップ）掛けとすること。又、汚れ

に応じて洗剤で拭きとること。 
d 玄関車寄せは、集塵後、モップ等で水洗いし、汚れに応じて洗剤で拭きとる

こと。 
e 展示室内、玄関等の床の清掃にあたっては、観覧者の妨げにならないよう注

意すること。 
f 掃除機の騒音には注意を払うこと。 
 
(B) 陳列ケースガラス 
a 清潔な乾いた布で乾拭きすること。特に手垢汚れには注意すること。 
b 清掃にあたっては、観覧者の妨げにならないよう注意すること。 

 
(C) 階段手摺り 
a 雑巾掛けをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 
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(D) エレベータ 
a 床は、モップ（集塵乾拭き機能付きモップ）掛けをし、汚れに応じて洗剤で

拭きとること。 
b 壁面、手摺り、鏡は、雑巾掛けをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 

 
(E) ソファー、テーブル 
a 除塵・水拭きをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 

 
(F) トイレ 
a 床は、集塵後、モップにより水拭きをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 
b 便器、洗面台等の衛生器具は、洗剤で洗浄すること。 
c 扉、間仕切り、手荷物置き等の棚、鏡は、雑巾掛けをし、汚れに応じて洗剤

で拭きとること。 
d トイレットペーパー及び手洗い用水石鹸の補充を行うこと。 
e ゴミ箱、汚物入れ等のゴミを回収すること。 

 
(G) 湯沸室  
a 流し台等を洗剤により洗浄し、生ゴミの回収をすること。 

 
(H) 浴室 
a 風呂、浴槽については、スポンジ等で適正な洗剤により入念に洗浄すること。 
b 浴室内の桶等の備品についても洗浄すること。 
c 脱衣場については、雑巾掛けをすること。 

 
(I) 前庭等 
a 路面（正門売札前を含む）、ミュージアムショップ東西入口、東洋館サンク

ガーデン内、西側歩道、及び西側歩道脇植込み内の箒掃きを行うこと。 
b ベンチは、汚損部の拭きとりを行うこと。 
c 便所は、ゴミを掃きとり、便器、洗面等の衛生器具は、洗剤で洗浄すること。 
d 本館、平成館及び法隆寺宝物館前庭池にゴミ（紙屑・枯葉等）が浮いている

時は適宜回収すること。 
e 各所のゴミ箱と吸殻入れよりゴミの回収をすること。 

 
(J) 裏庭 
a 路面、飛石周り、本館テラスの箒掃きを行うこと。 
b ゴミ、落ち葉及び枯れ枝は回収すること。 
c 便所は、ゴミを掃きとり、便器、洗面等の衛生器具は、洗剤で洗浄すること。 
d 通路上の鳥の糞を、デッキブラシにより清掃すること。 
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e 庭園内に落ちているゴミや枯れ枝等の回収をすること。 
f 落葉期は適時、落ち葉の回収をすること。  
g 清掃にあたっては、茶室付近の指定された箇所については行わないこと。 

 
(K) その他 
a 館内の通常清掃とは別に紙屑、生ゴミ等の回収を行う。 
b 紙屑、生ゴミ等の収集によりビニール袋を回収した後は、新しいビニール袋

を敷いておくこと。 
c 吸殻入れは、内容物を処理後、洗浄すること。 
d 各所から集めたゴミは、当館指定のゴミ置場に置くこと。 

 
B 東京文化財研究所 
(A) 日常清掃 
a 建物内の床部 
・ 一般面床は、箒及びモップを用いて埃を取り除く。汚れに応じて洗剤、

水拭き又は乾拭き清掃を行うこと。 

・ 畳は、掃き清掃をし、乾拭きをする。汚れに応じて水拭きをすること。 

b 玄関、駐車場 
・ 玄関ドアは乾拭きとし、汚れに応じて洗剤を使用して水拭きすること。 

・ 床は、塵埃等が飛散しないよう掃き、泥・砂等が付着している場合は

水拭きをすること。 

・ 足拭きマットは、掃除機で集塵すること。 

・ 駐車場は、特に汚れ等がある場合に掃き掃除、石材表面の水洗いをす

ること。 

c 階段手摺り 
・ 雑巾掛けをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 

d エレベータ 
・ 床は、モップ（集塵乾拭き機能付きモップ）掛けをし、汚れに応じて洗

剤で拭きとること。 

・ 壁面、手摺り、鏡は、雑巾掛けをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 

e ソファー、テーブル 
・ 除塵・水拭きをし、汚れに応じて洗剤で拭きとること。 

f トイレ 
・ 床は、集塵後、モップにより水拭きをし、汚れに応じて洗剤で拭きと

ること。 

・ 便器、洗面台等の衛生器具は、洗剤で洗浄すること。 

・ 扉、間仕切り、手荷物置き等の棚、鏡は、雑巾掛けをし、汚れに応じ

て洗剤で拭きとること。 

・ トイレットペーパー及び手洗い用水石鹸の補充を行うこと。 
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・ ゴミ箱、汚物入れ等のゴミを回収すること。 

g シャワー室 
・ 浴室、浴槽については、スポンジ等で適正な洗剤により入念に洗浄す

ること。 

・ 浴室内の桶等の備品についても洗浄すること。 

・ 脱衣室については、掃き清掃を行うこと。 

・ 衣類棚等は、雑巾掛けをすること。 

h 歩道、車道 
・ 外周歩道、車道は、当研究所樹木からの落葉が著しい場合に箒掃きを

行うこと。 

i その他 
・ 館内の通常清掃とは別に紙屑、生ゴミ等の回収を行う（別紙清掃区分

内訳書による）。 

・ 紙屑、生ゴミ等の収集によりビニール袋を回収した後は、新しいビニ

ール袋を敷いておくこと。 

・ 吸殻入れは、内容物を処理後、洗浄すること。 

・ 各所から集めたゴミは、当研究所指定のゴミ置場に置くこと。 

 
(B) 定期清掃 
a 床 
・ 木製床は、箒・床用ブラシ等で掃いて大きなゴミや埃を除き、微細な埃や

汚れを濡れたモップで拭きとること。 
・ 硬性及び弾性床は、洗剤液とポリッシャーで洗浄し、弾性床については、

乾燥後、適正ワックス仕上げを行う。ワックス仕上げは、最低年４回行う

こと。 
・ ウ．ジュータン敷床は、業務用掃除機で吸塵し、洗剤を用いて洗浄するこ

と。 
b 扉、壁面、窓枠等 
・ はたき等を使用し高所より除塵を行い、汚れに応じて業務用掃除機を使用

し吸塵する。 
・ 手摺り、その他の部分は、適性研磨剤を使用し、乾布にて仕上げ磨きを行

うこと。 
・ 窓枠・扉枠等は、業務用掃除機を使用して吸塵し、汚れに応じて洗剤を使

用し水拭きすること。 
c トイレ 
・ 床は、洗剤を散布し、ポリッシャー・デッキブラシ等により洗浄すること。 
・ 壁面の拭き掃除も念入りに行い、汚れに応じて専用洗剤を使用し水拭きす

ること。 
d 資料閲覧室 
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・ 汚れに関わらず、水拭きのみとすること。 

 
（ウ）実施対象物 

別紙２２による。 

 
（エ）業務の実施時期・時間 

午前 9 時 00 分から午後 5 時 30 分までとする。 

また、館内の清掃作業日は、年末年始（平成２０年１２月２８日から平成

２１年１月１日）及び東博等が指定した日を除いた毎日が対象となる。 

 

＜東京国立博物館の基本作業日＞ 

週７回清掃  ゴ－ルデンウィ－ク、夏季期間 

週６回清掃  休館日を除いた毎日 

週５回清掃  土・日曜日、祝祭日を除いた毎日 

週３回清掃  火曜日、木曜日、土曜日（資料館１階以外、ゴミ等の回収） 

       月曜日、水曜日、金曜日（資料館１階） 

週２回清掃  木曜日、土曜日 

週１回清掃  月曜日（法隆寺宝物館、本館・東洋館連絡通路以外）、但し月曜日が祝祭

日の場合は、その翌日 

金曜日（法隆寺宝物館）、土曜日（本館・東洋館連絡通路） 

月２回清掃  第二、第四金曜日（本館､東洋館）、第二、第四土曜日（資料館､平

成館、法隆寺宝物館） 

       第一、第三土曜日（本館貴賓室） 

月１回清掃  第三月曜日（資料館）、但し当該日が祝祭日の場合は、その翌 

日 

第三土曜日（本館、東洋館､平成館､法隆寺宝物館） 

 

上記の作業日程で行うことを基本とする。但し、以下の箇所については次

のとおりとする。 

 

前庭等    特別展開催期間中は休館日を除いた毎日（週６回）、その外

の期間は週２回（原則水曜日、土曜日） 

但し、ゴミ等の回収は、休館日を除く毎日行う。 

表慶館     平成２０年６月８日まで、休館日を除いた毎日（週６回） 
平成館    ２階ホール及び階段１については、特別展開催期間中は休館

日を除いた毎日（週６回）、その外の期間は週１回（休館日） 
裏庭     庭園開放中（平成２０年４月１日から平成２０年４月２０日及

び平成２０年１０月２１日から平成２０年１１月３０日）は休

館日を除いた毎日（週６回）、その他の期間は週２回（原則火

曜日、金曜日） 

 



 45

＜東京文化財研究所の基本作業日＞ 

週３回、月２回の日常清掃及び月１回、年４回の定期清掃 
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⑧構内樹木等維持管理業務 

ア 樹木等維持管理業務 

（ア）対象施設 

本施設敷地内 
・東京都台東区上野公園１３－９  （東京国立博物館構内） 
・東京都台東区上野公園１３－４３ （東京文化財研究所構内） 
 

（イ）業務内容 

A 別紙２３数量表による草刈り，芝刈り，つる除去を行う。 
B 別紙２３数量表による抜根除草を行う。 
C 別紙２４集計表による薬剤散布を行う。 
D 別紙２４集計表による構内中下木の整枝，剪定，苅込等を樹木の枝葉の生長

を考慮した時期に行う。 
E 囲障及び建物周り防犯センサー等の支障となる，枝の剪定及び中下木の刈り

込み等を行う。 
F 業務が終了した時は，東博等の職員の検査を受けるものとする。 
G 熟練した造園工とその補助者を現場代理人の元に入構させるものとする。 
H 苅込等で発生した枝葉等は，構外搬出適法処分とする。 
I 薬剤散布は，アメリカシロヒトリ等の虫害防除を目的とし使用する薬剤は，

ディプレックス乳剤または，スミチオン乳剤と同程度の効果を有するものと

する。 
J その他，構内樹木等の維持管理上問題が生じた場合は東博等の職員と協議す

ること。 
 

（ウ）業務の実施時期・時間 

項 目 実施回数（回／年） 実施時間 

草刈り・芝刈り（5,564㎡） 
 ２回／年 

つる防除（3,886㎡） 
 ２回／年 

抜根除草（寄植え：8,440㎡，芝生
内：5,730㎡） ２回／年 

害虫防除（薬剤散布） 
 

２回／年 
（状況に応じて追

加実施すること） 
刈込み（構内中下木の整枝，剪定，

苅込等，5,258㎡及び 402株） １回／年 

実施時間は東博等の

指示する時間とする。

（原則として，9：00
～17：00） 
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（エ）業務体制 

A 害虫防除については，農薬管理指導士の資格を有するものが従事すること。

その他，作業を実施するにあたり，工具等の使用に必要な資格，知識，経験

を有したものが従事すること。 
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3

3

 50 ℓ H KW
 80 ℓ H KW 
 150 ℓ H KW 

b

 50 ℓ min KW

c

 WTFP- 3

 WTF- 3

 50 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW

 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 50 ℓ min KW
 65 ℓ min KW
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 80 ℓ min KW

 PFB-15.0-10N 3

 PFB- 4.5-15N 3

 PFB-10.5-15N 3

 40 ℓ min 4.5m KW
 50 ℓ min KW

 80 ℓ min KW
 65 ℓ min KW

 50 ℓ min KW
 65 ℓ min KW

 WTFP SHT-10 3

 40 ℓ min mH O
 50 ℓ min mH O

 50 ℓ min mH O
 50 ℓ min mH O

 40 ℓ min mH O
193,000 CAL/H
156,000 CAL/H

 80 ℓ min mH O
 65 ℓ min mH O

 65 ℓ min KW
ℓ ℓ

1000ℓ 1000ℓ
108,600 CAL/H
44,000 CAL/H
23,900 CAL/H
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10,500 CAL/H
37,800 CAL/H
17,800 CAL/H
15,600 CAL/H
17,000 CAL/H
11,500 CAL/H
3,000 CAL/H

 80 ℓ min 200kPa
 65 ℓ min 200kPa

 80 ℓ min 250kPa
 100ℓ min -250mmHg
 30ℓ/min kg/cm2

W 1
 ( ) L

( ) L
 ( ) L

( ) L
AC-1 W

W
W
W

(FR-1) m3 Pa
(FS-1) 3 Pa
(FE-1) m3/ Pa
(FE-2) 3/ Pa 1
(FE-3) 3/ Pa 

( [No,1 ] [No,1 ] )
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kcal h kcal h

RR-1 137600 129860 2 

RR-2 57620 3

RR-3 13800 2

kcal h

CT-1 1188000 2 

CT-2 78000 2 

WTR-1 CT-1
38ml/min 10kgf/㎤

2

WTR-2 CT-2
25ml/min 10kgf/㎤

2

TE-1
0.8 1.1 1.3 H

1

TE-2
0.6 0.8m 0.5 H

1

TC-1
900ℓ

1

TC-3
150ℓ

1

BW-WIH-4500 1900kcal/h 2

BW-WIH-6000 2250kcal/h 2

BW-WIH-4200 1500kcal/h 1
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BW-WIH-3400 1250kcal/h 1

BW-WIH-3200 1180kcal/h 1

ℓ/min mAq

PHC-1 2117 34 2 

PHC-2 413 23 2 

PC-1 64 22 6 

PC-2 40 21 2 

PCD-1 3600 24 2 

PCD-2 205 28 2 

PCD-3 120 13 1 

㎤/h

AC-B01 8400 1 

AC-B02 1500 1 

AC-B03 B1,1F 5300 1 

AC-B04 5200 1 

AC-B05 5200 1 

AC-B06 B1,1F 17000 1 

AC-B07 12900 1 

AC-101 1F,2F 10650 1 

AC-102 5700 1 

AC-201 2550 1 

AC-301 3F,4F 9400 1 
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AC-302 4700 1 

AC-303 1400 1 

AC-304 4100 1 

AC-305 5900 1 

AC-306 GC MS 2500 1 

AC-307 500 1 

AC-401 4400 1 

AC-402 1500 1 

AC-404 7260 1 

AC-405 3400 1 

AC-406 4200 1 

AC-407 3000 1 

AC-408 5000 1 

AC-409 3450 1 

AC-410 DNA 960 1 

kcal h kcal h

ACP-B01 1 13200 17200 1 

ACP-B02 1 15460  1 

ACP-B02-1  4000 3400 1 

ACP-B02-2  2600 600 1 

ACP-B02-3  2600 1100 1 

ACP-B02-4  6260 2000 1 

ACP-101 1 3900 5600 1 

ACP-301 3 LAN 13700 1
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㎥/h

CK-FCU-2 320 3 

CK-FCU-3 480 3 

CK-FCU-4 640 0 

CK-FCU-6 960 0 

CK C-FCU-F 480 5 

CID-FCU-2 280 6 

CID-FCU-3 420 3 

CID-FCU-4 560 16 

CID-FCU-6 840 48 

CID-FCU-8 1120 29 

CID-FCU-12 1220 14 

CID-FCU-50 2760 12 

CK C-FCU-A 540 4 

CK C-FCU-B 660 13 

CK C-FCU-C 910 13 

CK C-FCU-D 1220 7 

CK C-FCU-E 280 1 

CK C-FCU-F 420 1 

CK C-FCU-G 1830 2 

CID S-FCU-8 910 4 
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CR C-FUN-A 540 2 

CR C-FUN-8 1120 2 

FRH-FCU-2 280 1 

㎥/h

FS-B01 1680 1 

FS-B02 1750 1 

FS-B03 21530 1 

FS-B04 9000 1 

FS-B05 B 600 1 

FS-B06 1450 1 

FS-401 4450 1 

FS-R01 1600 1 

FE-B01 BOX 1250 1 

FE-B02 BOX 600 1 

FE-B03 BOX 550 1 

FE-B04 BOX 1000 1 

FE-B05 1180 1 

FE-B06 1750 1 

FE-B07 21530 1 

FE-B08 1550 1 

FE-B09 22300 1 

FE-B10 6800 1 

FE-B11 BOX 1350 1 
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FE-B12 150 1 

FE-B13 200 1 

FE-B14 BOX 600 1 

FE-B15 1450 1 

FE-B16 500 1 

FE-101 200 1 

FE-102 BOX 400 1 

FE-103 BOX 650 1 

FE-104 150 1 

FE-105 150 1 

FE-106 BOX 650 1 

FE-107 150 1 

FE-108 150 1 

FE-109 BOX 550 1 

FE-110 250 1 

FE-111 100 1 

FE-112 100 1 

FE-113 100 1 

FE-114 150 1 

FE-115 200 1 

FE-116 BOX 1200 1 

FE-117 150 1 

FE-118 300 1 

FE-119 BOX 650 1 

FE-120 2800 1 
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FE-121 350 1 

FE-122 BOX 550 1 

FE-123 350 1 

FE-124 200 1 

FE-125 BOX 750 1 

FE-126 100 1 

FE-127 250 1 

FE-128 350 1 

FE-130 200 1 

FE-131 450 1 

FE-201 250 1 

FE-202 BOX 550 1 

FE-203 200 1 

FE-204 350 5 

FE-205 150 1 

FE-206 150 1 

FE-207 150 1 

FE-208 150 1 

FE-209 150 1 

FE-210 150 1 

FE-211 150 1 

FE-212 150 1 

FE-213 150 1 

FE-214 150 1 
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FE-215 150 1 

FE-216 200 1 

FE-217 300 1 

FE-218 BOX 750 1 

FE-219 200 1 

FE-220 200 1 

FJ-201 BOX 1200 4 

FE-221 200 1 

FE-301 BOX 500 1 

FE-302 BOX 500 1 

FE-303 BOX 400 1 

FE-304 BOX 500 1 

FE-305 BOX 450 1 

FE-306 250 1 

FE-307 BOX 800 1 

FE-308 200 1 

FE-309 100 1 

FE-310 100 1 

FE-311 150 1 

FE-312 BOX 400 1 

FE-313 BOX 500 1 

FE-314 300 1 

FE-315 200 1 

FE-316 100 1 
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FE-317 BOX 600 1 

FE-318 100 1 

FE-320 200 1 

FE-321 BOX 150 1 

FE-322 BOX 400 1 

FE-323 BOX 500 1 

FE-324 BOX 800 1 

FE-325 150 1 

FE-326 250 1 

FE-327 2880 1 

FE-328 600 1 

FE-329  3000
1000

1

FE-401 250 1 

FE-402 200 1 

FE-403 250 1 

FE-404 BOX 600 1 

FE-405 BOX 500 1 

FE-406 BOX 800 1 

FE-407 250 1 

FE-408 100 1 

FE-409 BOX 600 1 

FE-410 100 1 

FE-411 200 1 

FE-412 BOX 500 1 
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FE-413 300 1 

FE-414 200 1 

FE-415 BOX 500 1 

FE-416 BOX 450 1 

FE-417 100 1 

FE-418 2225 2 

FE-419 BOX 340 1 

FE-421 4840 1 

FE-422 1500 1 

FE-R01 1600 1 

FE-R03 4320 1 

FR-401 3220 1 

FR-402 3450 1 

HEU-B01 700 1 

HEU-B02 1125 2 

HEU-B03 200 1 

HEU-B04 100 1 

HEA-B01 OA3400 
EA3400 

1

HEU-101 150 1 
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FU-1  2880㎥/h
1

1

FU-2  600 ㎥/h
1 1

1

FU-B01
1

21530㎥/h
3.5 2

1

FU-B02
1 A

9000㎥/h
2 1.5

1

FU-B03
1

9000㎥/h 1
1

1

FU-401
4

3220㎥/h
HEPA

2 1

1

FU-402 3450㎥/h
HEPA

1 2

1

FU-403
4 DNA

960 ㎥/h HEPA 1

FU-404
4

1920 ㎥ /h
HEPA

1

FU-405
4 DNA

340 ㎥/h
0.5 1

1

FU-R01
3 F

4320 ㎥ /h
HEPA

1

VAV-401 
4 AC-404-(RA)

3120㎥/h MAX 1

CAV-B01
1 EA

600㎥/h 1

CAV-B02
1 1 AC-B06- RA

2250 ㎥ /h
ON.OFF

2

CAV-B03 
1 1 AC-B06- RA

4500 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-301 
3 B EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1
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CAV-302 
3 AC-303- OA

㎥/h ON.OFF 1

CAV-304 
3 EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-305 
3 EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-306 
3 EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-401 
⑴EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-402 
⑵EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-403 
AC-404-(SA)

1400 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-404 
AC-404- SA

1400 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-405 
SA

1080 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-406 
AC-404- SA

1660 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-407 
EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-408 
EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-409 
AC-406(OA)

450 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-410 
EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-411 
AC-406(OA)

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-412 
EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-413 
AC-409(SA)

1600 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-414 
AC-409(SA)

150 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-415  1700 ㎥ /h 1
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AC-409(SA) ON.OFF

CAV-416 
AC-409(RA)

1750 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-417 
AC-409(RA)

1700 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-418 
AC-409(SA)

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-420 
DNA EA

340 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-421 
EA

250 ㎥ /h
ON.OFF

1
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東京国立博物館等の施設管理・運営業務 

 

様式集及び記載要領 

（素案） 

 

 

 

 

平成２１年５月 

 

 

 

独立行政法人国立文化財機構 

東京国立博物館 東京文化財研究所 



 1

１ 提出書類 

 

１）質問書に関する提出書類（用紙は全てＡ４とする）【1部】 

様式 1-1 質問書提出届 

様式 1-2 質問書 

 

２）入札参加表明書等（第一次審査）（用紙は全てＡ４とする）【15 部】 

様式 2-1    入札参加資格表明書 

様式 2-2    共同事業体構成員役割分担表 

様式 2-3    委任状(構成員→代表企業) 

様式 2-4    関連業務統括業務を担当する民間事業者の業務実績 

様式 2-5    関連業務統括責任者 

様式 2-6    添付資料提出確認書 

様式 2-7    共同事業体構成員変更届 

様式 2-8    入札辞退届 

 

 

３）入札書及び提案書（第二次審査）（特記がある場合を除き、用紙は全てＡ４とする） 

①入札書【1部】 

様式 3-1-1 入札書、提案書の提出届 

様式 3-1-2 委任状（代理人） 

様式 3-1-3 入札書 

様式 3-1-4 仕様書に関する確認書 

 

②提案書【15 部】 

様式 3-2-1    表紙 

様式 3-2-2～9  基礎的事項 

様式 3-2-10～12 全体計画 

様式 3-2-13～15 サービスの質の確保 

様式 3-2-16～18 関係業務統括業務 

様式 3-2-19～21 維持管理業務 

様式 3-2-22   業務実績 

様式 3-2-23   入札価格内訳 

様式 3-2-24   業務別費用の内訳詳細 
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２ 提案書作成上の留意点 

(1)企業名の記載 

・提案書には企業名、ロゴマーク等を使用して良いものとする。 

 

(2)記載内容 

・明確かつ具体的、簡潔に記述すること。 

・造語、略語は、専門用語、一般用語を用いて初出の個所に定義を記述すること。 

・他の様式や補足資料に関連する事項が記載されているなど、参照が必要な場合には、該当するページ

を記入すること。 

 

(3)書式等 

・各提出書類に用いる言語は日本語、通貨は円、単位はＳＩ単位とすること。 

・使用する用紙は、表紙を含め、各規定様式を使用し、特に指定のある場合を除き、Ａ４縦長またはＡ

３横長とし、横書き片面とすること。 

・ページ数に制限がある場合は、それを遵守すること。 

・図面等を除き、各提出書類で使用する文字の大きさは、原則 10.5 ポイント程度とし、左側に 20mm

以上の余白を設定すること。 

 

(4)編集方法 

・提案書の順序は、様式通番のとおりとし、ホチキス綴じせずクリップ留めにすること。 

・提案書の 1項目が複数ページにわたるときは、右上に番号を付すこと。 

例)1 枚目/10 枚中、2枚目/10 枚中、・・・ 

 

(5)提出方法 

・右下に通し番号を付すこと。 

・指定のある様式については、Microsoft Excel を使用して作成すること。 

・提案書の全データが保存されている CD-R を１枚提出すること。 

・入札提案書は、バインダー綴じとし、正本 1部、副本 14 部、計 15 部提出すること。部数の数が分か

るように、バインダーの表紙に、通し番号を記載すること。 例：正本 1/●、副本 2/●～●/● 
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様式 1-1 

平成 年 月 日 

質問書届出書 

 

「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」の募集要項等について、以下のとおり質問書を提出します。 

 

 

会 社 名  

部 署  

役 職 ・ 氏 名  

住 所  

電 話 番 号  

ファクシミリ番号  

電子メールアドレス  

提出質問数 

資 料 名 質問数 備  考 

募集要項   

仕様書   

落札者決定基準書   

既存業務関連資料   

様式集及び記載要領   

その他   

合計   

 

※ 別添の様式により、Excel （Microsoft Excel 2000 で対応可能なバージョン）により作成して下さい。 
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様式 1-2   

平成 年 月 日 

質問書 

 

 

「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」の募集要項等について、以下のとおり質問事項を提出します。 

 

会社名

部署名

役職・担当者名

住所

電話番号

FAX番号

電子メール

資料名

1

2

3

4

5

＜質問例＞

資料名

1 募集要項 2 5. (1) ア ① ○○については、△△でしょうか。○○○

該当箇所

質問No

No 質問

頁／
様式

頁／
様式

タイトル

タイトル該当箇所

 

 

注） 

1. 別添の様式により、Excel （Microsoft Excel 2000 で対応可能なバージョン）により作成してください。 

2. 該当箇所の記入に当たっては、数値、記号は半角小文字で記入してください。 

3. 行が不足する場合は、適宜追加してください。 

4. 本表は資料名ごとに作成し、各資料の該当箇所の順番に並べてください。 

5. 質問は No.につき、1点としてください（1つの No.に複数の質問を含まないこと） 
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様式 2-1 

平成 年 月 日 

入札参加資格証明書 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                     ○印  

 

平成 21 年●月●日付で入札公告のありました「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」に係る入札参加

資格について確認されたく、下記の入札参加資格確認資料を添えて申請します。 

募集要項に定められた入札参加資格要件を満たしていること、並びに、この申請書及び添付書類の内容につ

いては、事実と相違ないことを誓約します。 

 

記 

 

【入札参加資格確認資料 一覧】 

共同事業体構成員役割分担表 

委任状(構成員→代表企業) 

関連業務統括業務を担当する民間事業者の業務実績 

関連業務統括責任者 

添付資料提出確認書 

 

 

※  問い合わせ先 

      担当者   ： ○○○○ 

     部署    ： ○○○本店○○部○○課 

     電話番号  ： （代）○○－○○○－○○○○ ［（内）○○○○］ 

          ＦＡＸ番号  ： ○○－○○○－○○○○ 

          Ｅ－ＭＡＩＬ：  ○○○○○○.jp 

 

 



 6

様式 2-2 

平成 年 月 日 

共同事業体構成員役割分担表 

共同事業体名：[       ] 

 商号または名称 

 所 在 地               

担当者 氏 名 

    所 属 

    電 話            FAX 

    E-mail 

構成員 

(代表企

業) 

 

＜本事業における役割＞ 

 本事業における役割を選択し、その内容を簡潔に記載してください。なお、一つの業務

を複数の企業で分担する場合は、分担する業務の内容についても記載してください。 

 商号または名称 

 所 在 地               

担当者 氏 名 

    所 属 

    電 話            FAX 

    E-mail 

構成員 

 

＜本事業における役割＞ 

  

 

 商号または名称 

 所 在 地               

担当者 氏 名 

    所 属 

    電 話            FAX 

    E-mail 

構成員 

＜本事業における役割＞ 

  

 
注１）構成員の記入欄が足りない場合は、本様式に準じて追加・作成すること。 

注２）本事業における役割は、次の業務を担当する者から選択すること。関係業務統括業務、特別高圧受変電設備等保守点検業務、エレベータ

ー設備等保全業務、空調自動制御機器等保全業務、冷凍設備等保全業務、ビル環境衛生管理等業務、構内樹木等維持管理業務。なお、１

社が複数の役割を兼ねることも可とする。 
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様式 2-3 

平成 年 月 日 

委 任 状 

共同事業体名：[       ] 

 商号または名称 

 所 在 地               

 代 表 者 名                                               ○印  

 商号または名称 

 所 在 地               

 代 表 者 名                                               ○印  

 商号または名称 

 所 在 地               

 代 表 者 名                                               ○印  

 商号または名称 

 所 在 地               

 代 表 者 名                                               ○印  
注１）記入欄が足りない場合は、本様式に準じて追加・作成すること。 

 

私達は、下記の企業を共同事業体の代表企業とし、「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」に関し、下

記の権限を委任します。 

 

受任者 

(代表企

業) 

 商号または名称 

 所 在 地               

 代 表 者 名                                         ○印  

委任事項 １．入札への入札参加資格確認申請に関する件 

２．入札辞退に関する件 

３．入札及び提案書に関する件 
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様式 2-4 

関連業務統括業務を担当する民間事業者の実績 

事業者名：○○○○ 

施設名称 〇〇〇〇 

業務名称 〇〇〇〇施設 〇〇〇〇業務 

発注機関名 〇〇〇〇 

施設所在地 〇〇県〇〇市〇〇町〇〇 

契約金額（開示可能な場合） 〇〇〇,〇〇〇,〇〇〇円 

契約期間 平成〇年〇月〇日～平成〇年〇月〇日 

建物用途 〇〇〇〇 

建物規模 延床面積：〇〇，〇〇〇㎡ 

業務内容 〇〇〇〇 
 

注１）「別添資料１・仕様書」の３頁で規定されている民間事業者の業務範囲の中で「②特別高圧受変電設備等保守点検業務ア～エの全業務」

あるいは「⑤冷凍設備等保全業務ア～オの全業務」のいずれかの業務実績を記載すること。 

注２）記載欄の明示は記入例である。 
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様式 2-5 

関係業務統括責任者 

事業者名： ○○○○ 

配置予定従事者の氏名  

資格・免許  

所属・役職  

施設名称 〇〇〇〇 

業務の発注者名 〇〇〇〇 

業務の受注者名 〇〇〇〇 

施設所在地 〇〇県〇〇市〇〇町〇〇 

契約期間 平成〇年〇月〇日～平成〇年〇月〇日 

総括責任者・部門責任者の別 〇〇責任者 

建物用途 〇〇〇〇 

建物規模 延床面積：〇〇，〇〇〇㎡ 

1 日平均入場者数 ○○人以上 

主

な

業

務

実

績

の

内

容 業務内容 

 

〇〇〇〇 

注１）担当者の経験については、記載する業務の契約書等（運営事業名、契約金額、発注者、受注者の確認ができる部分）の写しを提出するこ

と。 

注２）記載欄の明示は記入例である。 

注３）資料提出時点において、配置予定の責任者を決定できないことにより複数の候補者をもって資料を提出する場合には、当該責任者の候補

者ごとに本様式による資料を作成する。 
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様式 2-6  

 

平成  年  月  日 

添付資料提出確認書 

 

企業名  

添付書類 
入札参加者 

確認 

東博 

確認 

① 会社概要   

② 企業単体の貸借対照表、損益計算書､及び利益処分案（直近3期分）   

③ 連結決算の貸借対照表及び損益計算書（直近１期分）   

④ 会社定款（入札公告日以降に交付されたこと）   

⑤ 印鑑証明書（入札公告日以降に交付されたこと）   

⑥ 法人税納税証明書（入札公告日以降に交付されたこと）   

⑦ 消費税納税証明書（入札公告日以降に交付されたこと）   

⑧ 商業登記簿謄本（入札公告日以降に交付されたこと）   

⑩ 業務実績を証明できる資料（契約書の写し等）   

⑪ 資格審査結果通知書（全省庁統一資格）（写）   

 

【留意事項】 

1. 企業毎に本様式を使用し、提出して下さい。 

2. 必要書類が揃っていることを確認した上で、「入札参加者確認」欄に「○」をつけて下さい。 
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様式 2-7 

平成 年 月 日 

共同事業体構成員変更届 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                           ○印  

 

平成 20 年●月●日に公告された「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」に関する入札参加表明書を提

出しましたが、下記の理由により共同事業体構成員を変更させて頂きたく、変更企業の競争参加資格確認申請

書及び関係書類を添えて提出します。 

なお、募集要項に定められた入札参加資格要件を満たしていること、並びに、この変更届及び添付書類の記

載内容については事実と相違ないことを誓約します。 

 

構成員 

（変更前） 

商号または名称 

所在地 

代表者名                        印 

構成員 

（変更後） 

商号または名称 

所在地 

代表者名                        印 

変更理由 

 

【留意事項】 

1. 新・旧の構成員等の記入欄が足りない場合は、本様式に準じて作成・追加して下さい。 

2. 本様式と同時に、この変更届に従って変更・追加が必要となるもの（添付すべき資料等を含む）も提出して

下さい。 
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様式 2-8 

 

平成 年 月 日 

入札辞退届 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                           ○印  

 

「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」募集要項に基づき、入札参加表明書を提出しましたが、都合に

より、入札を辞退します。 
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様式 3-1-1 

 

平成 年 月 日 

入札書、提案書の提出届 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                           ○印  

 

 

「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」募集要項に基づき、必要書類を添付して提出します。なお、提

出書類の記載事項、添付書類について事実と相違ないこと、および当該契約を締結した場合には、提案書に示

した業務内容を契約期間満了までの間、確実に実行し完了することを誓約します。 

 

 

連絡事務担当者 

所 属  

氏 名  

住 所  

電 話 番 号  

フ ァ ク シ ミ リ 番 号  

電子メールアドレス  
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様式 3-1-2  

 

 

委任状 

 

 

 

 

私は、                     を代理人と定め下記の権限を委任します。 

 

記 

 

事業名：東京国立博物館等の施設管理・運営業務 

 

1. 入札に関する一切の件 

 

 

平成  年  月  日 

 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 

委任者（共同事業体の代表企業） 

商号または名称 

所在地 

代表者名                印 

  

印
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様式 3-1-3 

 

 

入札書 

 

 

事業名：東京国立博物館等の施設管理・運営業務 

 

 

入札金額  金                 円也 （消費税抜き） 

 

 

募集要項等を承諾のうえ、上記の金額によって入札します。 

 

 

 
 

平成  年  月  日 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                           ○印  

 

 

 

【留意事項】 

1. 金額、月日等の数字は算用数字で明確に記載して下さい。 
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様式 3-1-4 

平成 年 月 日 

仕様書に関する確認書 

 

分任契約担当役 

東京国立博物館総務部長  殿 

 

 

 共同事業体名 

  (代表者)商号または名称 

       所 在 地               

       代 表 者 名                           ○印  

 

 

平成 20 年●月●日に公告された「東京国立博物館等の施設管理・運営業務」に対する本提案書一式は、募

集要項に添付された「東京国立博物館等の施設管理・運営業務 仕様書」に規定された仕様と同等またはそれ

以上の水準であることを誓約します。 
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様式 3-2-1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

入 札 提 案 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔入札参加者（共同事業体の代表企業）〕 

 

商号または名称              
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共通様式 （様式 3-2-2～様式 3-2-20） 

様式名称：●●●●●●●   様式番号：●●●●           枚数 ●枚目／枚中 

 

様式と記載事項については、表１を参照してください。 

 

 

 

 

 

注１）「共通様式」と指示した提出書類様式については、本様式を使用して作成すること。 

注２）上覧には、様式名称、様式番号、当該様式の通し番号及び使用枚数を記入すること。 

 

 

表１ 様式と記載事項 
大項目 様式名称 枚数 

上限 

様式番号 記載指示事項 

基礎的事項 関係業務統括業務 1 枚 様式 3-2-2 
共通様式 

・業務遂行における基本的な考え方について、簡潔に記載し

てください。 

・業務の実施方法について、簡潔に記載してください。 

 特別高圧受変電設

備等保守点検業務 

1 枚 様式 3-2-3 
共通様式 

同上 

 エレベーター設備

等保全業務 

1 枚 様式 3-2-4 
共通様式 

同上 

 空調自動制御機器

等保全業務 

1 枚 様式 3-2-5 
共通様式 

同上 

 冷凍設備等保全業

務 

1 枚 様式 3-2-6 
共通様式 

同上 

 ビル環境衛生管理

等業務 

1 枚 様式 3-2-7 
共通様式 

同上 

 清掃業務 1 枚 様式 3-2-8 
共通様式 

同上 

 構内樹木等維持管

理業務 

1 枚 様式 3-2-9 
共通様式 

同上 

全体計画 業務実施方針 2 枚 様式 3-2-10
共通様式 

・本件事業に参画するにあたって、業務内容について、作品・

所蔵品への配慮や来館者への配慮など特に配慮すべきと考

えているポイントについて、記述してください。 

・上記のポイントについて、業務実施上の工夫について記載

して下さい。 

 

 業務実施体制 2 枚 様式 3-2-11
共通様式 

・本事業に参画するにあたっての業務実施体制構築の基本的

な考え方について、分かりやすく記述してください。 

・複数の企業で業務を遂行する場合において、各企業の契約

関係や役割・責任分担等について、具体的に説明してくださ

い。 

 

 主要リスクへの対

応 

1 枚 様式 3-2-12
共通様式 

・本件事業で想定しているリスクを洗い出すとともに、各リ

スクの管理方策について具体的に記述してください。特に、

作品・所蔵品の管理方策について、具体的に記述してくださ

い。 

・リスクが顕在化した際の対応方策について、記述してくだ

さい。（付保されている保険条件等、構成員のバックアップ

体制の確保等） 
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大項目 様式名称 枚数 

上限 

様式番号 記載指示事項 

サービスの

質の確保 

包括的な質を達成

するための方策 

2 枚 様式 3-2-13
共通様式 

・設定された水準を達成するための方策について記載してく

ださい。 

・モニタリングの実施方法について、記載してください。 

 個別業務のサービ

スの質を達成する

ための方策 

3 枚 様式 3-2-14
共通様式 

・設定された水準を達成するための方策について記載してく

ださい。 

・モニタリングの実施方法について、記載してください。 

 社員の研修・教育計

画 

1 枚 様式 3-2-15
共通様式 

・想定しているスタッフの専門性や経験内容（美術館に関す

る見識の深さ、専門性の高さ等）、スタッフ配置計画の考え

方について記述してください。 

・スタッフの研修・教育プログラムの内容について、具体的

に記述してください。（スタッフ応対要領など） 

関係業務統

括業務 

関係業務統括業務

の基本方針 

2 枚 様式 3-2-16
共通様式 

・関係業務統括業務のあり方について記載してください。 

・また、それを実現するための工夫について、記載してくだ

さい。 

 指揮命令系統 1 枚 様式 3-2-17
共通様式 

・マネジメント体制、意思決定体制、指揮命令系統、連絡体

制等について、具体的に説明してください。 

・統括責任者の能力や実績、本事業に対する適性について、

具体的に記述してください。 

 東博等とのコミュ

ニケーション方法

（通常時、緊急時）

1枚 様式 3-2-18
共通様式 

・東博等とのコミュニケーション方法（連絡・報告・相談）

について、具体的に記述してください。 

・緊急時における、マネジメント・連携・連絡体制について、

記載してください。 

・不慮の事由が生じた場合等における対応方策について、記

述してください（構成員のバックアップ体制の確保等） 

 

維持管理計画の基

本方針 

2 枚 様式 3-2-19
共通様式 

・維持管理業務の実施内容及び業務実施に対する考え方につ

いて、具体的に記述してください。 

（予防保全の観点による定期点検の計画的実施、維持管理を

容易にする構造上や耐久性向上に関する工夫、等） 

維持管理コスト縮

減・環境配慮 

2 枚 様式 3-2-20
共通様式 

・委託期間中における、光熱水費、消耗備品費、修繕費等の

維持管理費のコスト削減、について、その可能性の有無、削

減見込額及び根拠について、記述してください。 

・環境負荷軽減に関する提案について、記述してください。

維持管理業

務 

（特別高圧

受変電設備

等保守点検

業務 他
注）） 

緊急時対応 1 枚 様式 3-2-21
共通様式 

・施設全体の警備の進め方と、安全性確保の方法について、

具体的に記載してください。 

注）「維持管理業務」とは、「別添資料１・仕様書」の３頁で規定されている民間事業者の業務範囲の中で②から⑧の業務分類に含まれる業務

を指す。 
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様式 3-2-22  

業務実績 

 

○○○○会社 

業務名 発注者※ 業務期間 施設概要   

   施設名 用途 規模 

      

      

      

      

 

※ 再委託として受けている場合は、契約相手方の名称とすること 
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様式 3-2-23 

 

入札価格内訳 

 

１．入札価格内訳 単位：円（税込み） 

業務分類 業務内容 平成21年度注 平成22年度 平成23年度 

①関係業務統括業務 ア 施設維持の統括管理業務    

ア 特別高圧受変電設備等保全業務    

イ 中央監視制御装置保全業務    

ウ 自家発電機設備整備    

エ 電気設備管理業務    

オ 防災設備保全業務    

カ 地下タンク貯蔵所定期点検    

②特別高圧受変電設

備等保守点検業務 

 

キ 電話交換設備等保守    

ア 昇降機設備等保全業務    ③エレベーター設備

等保全業務 イ 自動扉開閉装置保守    

ア 空調自動制御機器等保全業務    

イ 中央監視装置一部夜間管理業務    

ウ エネルギー管理業務    

④空調自動制御機器

等保全業務 

エ 建物設備遠隔管理業務    

ア 冷凍設備等保全業務    

イ ボイラー設備保守    

ウ 空調設備管理業務    

エ 空調設備保守点検業務    

⑤冷凍設備等保全業

務 

オ 機器設備監視業務    

ア ビル環境衛生管理業務    ⑥ビル環境衛生管理

等業務 イ その他業務    

⑦清掃業務 

 

ア 館内及び外溝清掃業務 

 

   

⑧構内樹木等維持管

理業務 

ア 樹木等維持管理業務    

合計    

注 平成 21 年度の金額は、平成 21 年 10 月 1日から平成 22 年 3月 31 日までの期間にかかる金額とする。 
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様式 3-2-24 

 

業務別費用の内訳詳細 

 

１．維持管理業務 内訳 

 

 様式 3－2－24－1 （東博） 

 様式 3－2－24－2 （東文研） 

 

【留意事項】 

• 「維持管理業務」とは、「別添資料１・仕様書」の３頁で規定されている民間事業者の業務範囲の中で②か

ら⑧の業務分類を指します。 

• 総額及び内訳は、入札価格内訳（様式 3-2-23）に示した数値と整合させて下さい。 
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様式 3-2-24-1 

単位：円

平成21年度 平成22年度 平成23年度
①維持管理業務（東博）
　夜間業務を行わない日及び閉館日

ア．特別高圧受変電設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

イ．エレベーター設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

ウ．空調自動制御機器等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

エ．冷凍設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

オ．ビル環境衛生管理等業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

カ．清掃業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

キ．構内樹木等維持管理業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

解説項目
年額

合計
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様式 3-2-24-1 

　夜間業務を行う日
ア．特別高圧受変電設備等保全業務

給与レベルA 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

イ．エレベーター設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

ウ．空調自動制御機器等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

エ．冷凍設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

オ．ビル環境衛生管理等業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

カ．清掃業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

キ．構内樹木等維持管理業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

※　業務日ごとに分けて記述すること。
※　平成21年度の金額は、平成21年10月1日から平成22年3月31日までの期間にかかる金額とする。

小計
消費税
合計

その他諸経費（再委託費含む）
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様式 3-2-24-2 

平成21年度 平成22年度 平成23年度
②維持管理業務（東文研）
　夜間業務を行わない日及び閉館日

ア．特別高圧受変電設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

イ．エレベーター設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

ウ．空調自動制御機器等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

エ．冷凍設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

オ．ビル環境衛生管理等業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

カ．清掃業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

キ．構内樹木等維持管理業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

解説項目
年額

合計
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様式 3-2-24-2 

　夜間業務を行う日
ア．特別高圧受変電設備等保全業務

給与レベルA 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

イ．エレベーター設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

ウ．空調自動制御機器等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

エ．冷凍設備等保全業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

オ．ビル環境衛生管理等業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

カ．清掃業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

キ．構内樹木等維持管理業務
給与レベルA 年額（円/年）

人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルB 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

給与レベルC 年額（円/年）
人工（人/月）
単価（円/月）

※　業務日ごとに分けて記述すること。
※　平成21年度の金額は、平成21年10月1日から平成22年3月31日までの期間にかかる金額とする。

小計
消費税
合計

その他諸経費（再委託費含む）
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3

3

 50 ℓ H KW
 80 ℓ H KW 
 150 ℓ H KW 

b

 50 ℓ min KW

c

 WTFP- 3

 WTF- 3

 50 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW

 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
 50 ℓ min KW
 65 ℓ min KW
 80 ℓ min KW
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 PFB-15.0-10N 3

 PFB- 4.5-15N 3

 PFB-10.5-15N 3

 40 ℓ min 4.5m KW
 50 ℓ min KW

 80 ℓ min KW
 65 ℓ min KW

 50 ℓ min KW
 65 ℓ min KW

 WTFP SHT-10 3

 40 ℓ min mH O
 50 ℓ min mH O

 50 ℓ min mH O
 50 ℓ min mH O

 40 ℓ min mH O
193,000 CAL/H
156,000 CAL/H

 80 ℓ min mH O
 65 ℓ min mH O

 65 ℓ min KW
ℓ ℓ

1000ℓ 1000ℓ
108,600 CAL/H
44,000 CAL/H
23,900 CAL/H
10,500 CAL/H
37,800 CAL/H
17,800 CAL/H
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15,600 CAL/H
17,000 CAL/H
11,500 CAL/H
3,000 CAL/H

 80 ℓ min 200kPa
 65 ℓ min 200kPa

 80 ℓ min 250kPa
 100ℓ min -250mmHg
 30ℓ/min kg/cm2

W 1
 ( ) L

( ) L
 ( ) L

( ) L
AC-1 W

W
W
W

(FR-1) m3 Pa
(FS-1) 3 Pa
(FE-1) m3/ Pa
(FE-2) 3/ Pa 1
(FE-3) 3/ Pa 

( [No,1 ] [No,1 ] )
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1500KVA 
 750 
 500 
 300 
 200 
 150 
 100 
  75 

50
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kcal h kcal h

RR-1 137600 129860 2 

RR-2 57620 3

RR-3 13800 2

kcal h

CT-1 1188000 2 

CT-2 78000 2 

WTR-1 CT-1
38ml/min 10kgf/㎤

2

WTR-2 CT-2
25ml/min 10kgf/㎤

2

TE-1
0.8 1.1 1.3 H

1

TE-2
0.6 0.8m 0.5 H

1

TC-1
900ℓ

1

TC-3
150ℓ

1

BW-WIH-4500 1900kcal/h 2

BW-WIH-6000 2250kcal/h 2

BW-WIH-4200 1500kcal/h 1

BW-WIH-3400 1250kcal/h 1

BW-WIH-3200 1180kcal/h 1
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ℓ/min mAq

PHC-1 2117 34 2 

PHC-2 413 23 2 

PC-1 64 22 6 

PC-2 40 21 2 

PCD-1 3600 24 2 

PCD-2 205 28 2 

PCD-3 120 13 1 

㎤/h

AC-B01 8400 1 

AC-B02 1500 1 

AC-B03 B1,1F 5300 1 

AC-B04 5200 1 

AC-B05 5200 1 

AC-B06 B1,1F 17000 1 

AC-B07 12900 1 

AC-101 1F,2F 10650 1 

AC-102 5700 1 

AC-201 2550 1 

AC-301 3F,4F 9400 1 

AC-302 4700 1 
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AC-303 1400 1 

AC-304 4100 1 

AC-305 5900 1 

AC-306 GC MS 2500 1 

AC-307 500 1 

AC-401 4400 1 

AC-402 1500 1 

AC-404 7260 1 

AC-405 3400 1 

AC-406 4200 1 

AC-407 3000 1 

AC-408 5000 1 

AC-409 3450 1 

AC-410 DNA 960 1 

kcal h kcal h

ACP-B01 1 13200 17200 1 

ACP-B02 1 15460  1 

ACP-B02-1  4000 3400 1 

ACP-B02-2  2600 600 1 

ACP-B02-3  2600 1100 1 

ACP-B02-4  6260 2000 1 

ACP-101 1 3900 5600 1 

ACP-301 3 LAN 13700 1
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㎥/h

CK-FCU-2 320 3 

CK-FCU-3 480 3 

CK-FCU-4 640 0 

CK-FCU-6 960 0 

CK C-FCU-F 480 5 

CID-FCU-2 280 6 

CID-FCU-3 420 3 

CID-FCU-4 560 16 

CID-FCU-6 840 48 

CID-FCU-8 1120 29 

CID-FCU-12 1220 14 

CID-FCU-50 2760 12 

CK C-FCU-A 540 4 

CK C-FCU-B 660 13 

CK C-FCU-C 910 13 

CK C-FCU-D 1220 7 

CK C-FCU-E 280 1 

CK C-FCU-F 420 1 

CK C-FCU-G 1830 2 

CID S-FCU-8 910 4 
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CR C-FUN-A 540 2 

CR C-FUN-8 1120 2 

FRH-FCU-2 280 1 

㎥/h

FS-B01 1680 1 

FS-B02 1750 1 

FS-B03 21530 1 

FS-B04 9000 1 

FS-B05 B 600 1 

FS-B06 1450 1 

FS-401 4450 1 

FS-R01 1600 1 

FE-B01 BOX 1250 1 

FE-B02 BOX 600 1 

FE-B03 BOX 550 1 

FE-B04 BOX 1000 1 

FE-B05 1180 1 

FE-B06 1750 1 

FE-B07 21530 1 

FE-B08 1550 1 

FE-B09 22300 1 

FE-B10 6800 1 

FE-B11 BOX 1350 1 
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FE-B12 150 1 

FE-B13 200 1 

FE-B14 BOX 600 1 

FE-B15 1450 1 

FE-B16 500 1 

FE-101 200 1 

FE-102 BOX 400 1 

FE-103 BOX 650 1 

FE-104 150 1 

FE-105 150 1 

FE-106 BOX 650 1 

FE-107 150 1 

FE-108 150 1 

FE-109 BOX 550 1 

FE-110 250 1 

FE-111 100 1 

FE-112 100 1 

FE-113 100 1 

FE-114 150 1 

FE-115 200 1 

FE-116 BOX 1200 1 

FE-117 150 1 

FE-118 300 1 

FE-119 BOX 650 1 

FE-120 2800 1 
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FE-121 350 1 

FE-122 BOX 550 1 

FE-123 350 1 

FE-124 200 1 

FE-125 BOX 750 1 

FE-126 100 1 

FE-127 250 1 

FE-128 350 1 

FE-130 200 1 

FE-131 450 1 

FE-201 250 1 

FE-202 BOX 550 1 

FE-203 200 1 

FE-204 350 5 

FE-205 150 1 

FE-206 150 1 

FE-207 150 1 

FE-208 150 1 

FE-209 150 1 

FE-210 150 1 

FE-211 150 1 

FE-212 150 1 

FE-213 150 1 

FE-214 150 1 
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FE-215 150 1 

FE-216 200 1 

FE-217 300 1 

FE-218 BOX 750 1 

FE-219 200 1 

FE-220 200 1 

FJ-201 BOX 1200 4 

FE-221 200 1 

FE-301 BOX 500 1 

FE-302 BOX 500 1 

FE-303 BOX 400 1 

FE-304 BOX 500 1 

FE-305 BOX 450 1 

FE-306 250 1 

FE-307 BOX 800 1 

FE-308 200 1 

FE-309 100 1 

FE-310 100 1 

FE-311 150 1 

FE-312 BOX 400 1 

FE-313 BOX 500 1 

FE-314 300 1 

FE-315 200 1 

FE-316 100 1 
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FE-317 BOX 600 1 

FE-318 100 1 

FE-320 200 1 

FE-321 BOX 150 1 

FE-322 BOX 400 1 

FE-323 BOX 500 1 

FE-324 BOX 800 1 

FE-325 150 1 

FE-326 250 1 

FE-327 2880 1 

FE-328 600 1 

FE-329  3000
1000

1

FE-401 250 1 

FE-402 200 1 

FE-403 250 1 

FE-404 BOX 600 1 

FE-405 BOX 500 1 

FE-406 BOX 800 1 

FE-407 250 1 

FE-408 100 1 

FE-409 BOX 600 1 

FE-410 100 1 

FE-411 200 1 

FE-412 BOX 500 1 
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FE-413 300 1 

FE-414 200 1 

FE-415 BOX 500 1 

FE-416 BOX 450 1 

FE-417 100 1 

FE-418 2225 2 

FE-419 BOX 340 1 

FE-421 4840 1 

FE-422 1500 1 

FE-R01 1600 1 

FE-R03 4320 1 

FR-401 3220 1 

FR-402 3450 1 

HEU-B01 700 1 

HEU-B02 1125 2 

HEU-B03 200 1 

HEU-B04 100 1 

HEA-B01 OA3400 
EA3400 

1

HEU-101 150 1 
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FU-1  2880㎥/h
1

1

FU-2  600 ㎥/h
1 1

1

FU-B01
1

21530㎥/h
3.5 2

1

FU-B02
1 A

9000㎥/h
2 1.5

1

FU-B03
1

9000㎥/h 1
1

1

FU-401
4

3220㎥/h
HEPA

2 1

1

FU-402 3450㎥/h
HEPA

1 2

1

FU-403
4 DNA

960 ㎥/h HEPA 1

FU-404
4

1920 ㎥ /h
HEPA

1

FU-405
4 DNA

340 ㎥/h
0.5 1

1

FU-R01
3 F

4320 ㎥ /h
HEPA

1

VAV-401 
4 AC-404-(RA)

3120㎥/h MAX 1

CAV-B01
1 EA

600㎥/h 1

CAV-B02
1 1 AC-B06- RA

2250 ㎥ /h
ON.OFF

2

CAV-B03 
1 1 AC-B06- RA

4500 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-301 
3 B EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-302 
3 AC-303- OA

㎥/h ON.OFF 1

CAV-304  1440 ㎥ /h 1
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3 EA ON.OFF

CAV-305 
3 EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-306 
3 EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-401 
⑴EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-402 
⑵EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-403 
AC-404-(SA)

1400 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-404 
AC-404- SA

1400 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-405 
SA

1080 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-406 
AC-404- SA

1660 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-407 
EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-408 
EA

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-409 
AC-406(OA)

450 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-410 
EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-411 
AC-406(OA)

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-412 
EA

1440 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-413 
AC-409(SA)

1600 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-414 
AC-409(SA)

150 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-415 
AC-409(SA)

1700 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-416 
AC-409(RA)

1750 ㎥ /h
ON.OFF

1
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CAV-417 
AC-409(RA)

1700 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-418 
AC-409(SA)

1560 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-420 
DNA EA

340 ㎥ /h
ON.OFF

1

CAV-421 
EA

250 ㎥ /h
ON.OFF

1



-  - 108



-  - 109



-  - 110



-  - 111



-  - 112



-  - 113



-  - 114



-  - 115



-  - 116



-  - 117



-    - 127



-    - 169



-    - 170



-    - 171

．

．

．

．

．
．

．

．
．

．

．

．

．
．



-    - 172



-    - 173



-    - 174

10 20 30 40 50 60



-    - 175






































































































	090512-3-2-1
	090512-3-2-2
	090512-3-2-3
	090512-3-2-4
	090512-3-2-5
	090512-3-2-6
	090512-3-2-7
	090512-3-2-8
	090512-3-2-9
	090512-3-2-10
	090512-3-2-11
	090512-3-2-12
	090512-3-2-13
	090512-3-2-14
	090512-3-2-15
	090512-3-2-16
	090512-3-2-17



